
南
山
三
観
と
日
本
律
宗

大
谷
由
香

は
じ
め
に

日
本
律
宗
は
、
唐
代
に
活
躍
し
た
南
山
道
宣
（
五
九
六
〜
六
六
七
）
を
開
祖
と
仰
ぎ
、
彼
が
著
し
た
『
四
分
律
行
事
鈔
』（
以
下
『
行
事

鈔
』：『
大
正
』
四
〇
所
収
）、『
四
分
律
含
註
戒
本
疏
』（
以
下
『
戒
本
疏
』：『
大
正
』
四
〇
所
収
）、『
四
分
律
羯
磨
疏
』（
以
下
『
業
疏
』：『
続
蔵
』

四
一
所
収
・
元
照
『
済
縁
記
』
と
合
冊
）
の
律
三
大
部
を
根
本
の
聖
典
と
し
て
中
国
で
形
成
さ
れ
た
南
山
宗
を
継
承
し
た
宗
旨
で
あ
る
と
伝
わ

る
。
こ
れ
ら
の
道
宣
著
作
は
い
ず
れ
も
、
僧
侶
と
し
て
定
め
ら
れ
た
生
活
上
の
規
範
や
、
年
課
月
課
あ
る
い
は
日
課
に
行
な
う
べ
き
行
事
や

法
要
、
儀
式
な
ど
の
執
行
に
つ
い
て
説
か
れ
た
解
説
書
で
あ
り
、
釈
尊
滅
後
以
来
、
曇
無
徳
部
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
四
分

律
を
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
具
体
的
に
遵
守
す
る
た
め
の
指
南
書
と
し
て
重
用
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
律
三
大
部
に
も
と
づ
き
、
イ
ン
ド
由
来
の
律

蔵
に
も
と
づ
く
生
活
を
送
る
こ
と
が
南
山
宗
、
あ
る
い
は
律
宗
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
と
一
般
的
に
受
け
取
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
中
国
南
山
宗
・
日
本
律
宗
で
作
成
さ
れ
た
数
多
く
の
教
義
書
は
、
い
ず
れ
も
宗
学
的
立
場
か
ら
精
緻
な
仏
教
学
を
構
築
せ
ん
と
す

る
も
の
で
、
こ
れ
ら
教
義
書
の
内
容
は
、「
律
三
大
部
を
中
心
と
し
て
、
イ
ン
ド
由
来
の
律
に
も
と
づ
く
生
活
を
送
る
」
と
い
う
南
山
宗
・

律
宗
の
一
般
的
な
印
象
と
は
ほ
ど
遠
い
。
規
則
に
準
じ
た
生
活
の
実
践
は
、
釈
尊
の
理
念
を
表
象
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
、
そ
の

生
活
の
下
地
た
る
理
念
の
追
究
が
南
山
宗
・
律
宗
で
行
わ
れ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
乗
仏
教
を
基
盤
と
す
る
東
ア
ジ
ア
の
仏

教
界
に
お
い
て
律
学
は
、
律
蔵
を
超
え
て
仏
教
全
体
を
包
括
す
る
思
想
と
し
て
発
展
を
遂
げ
た
。
そ
の
極
致
を
こ
う
し
た
教
義
書
に
み
る
こ
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と
が
で
き
る
。

日
本
に
お
い
て
は
、
鎌
倉
期
に
東
大
寺
戒
壇
院
と
唐
招
提
寺
の
長
老
を
兼
務
し
、
律
宗
の
教
義
書
を
多
く
遺
し
た
凝
然
が
、『
律
宗
綱
要
』

に
お
い
て
、
南
山
宗
祖
道
宣
の
示
し
た
意
義
は
、「
三
観
と
三
宗
と
の
義
門
に
過
ぎ
る
こ
と
な
し(1)」
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
彼
に
は
『
南
山
教
義
章
』
三
十
巻
の
大
著
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
岡
本
一
平
氏
に
よ
れ
ば
、
巻
第
三
十
の
末
尾
に
は
「
上
来

の
大
段
は
、
四
十
門
あ
り
。
三
観
法
義
に
つ
い
て
要
略
を
窮
め
尽
く
す
」
と
記
さ
れ
、
さ
ら
に
『
太
一
卉
木
章
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
こ

と
か
ら
、『
南
山
教
義
章
』
は
「
三
観
法
義
」「
三
観
教
宗
」
に
つ
い
て
の
著
作
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る(2)。

今
し
ば
ら
く
三
観
教
宗
に
つ
い
て
挙
げ
る
。﹇
釈
尊
﹈
一
代
の
八
万
﹇
に
も
及
ぶ
﹈
広
大
な
大
綱
を
判
じ
て
、﹇
そ
の
﹈
事
義
と
行
相
を

窮
め
﹇
尽
く
す
﹈
こ
と
が
で
き
る
﹇
の
は
、
三
観
で
あ
る
﹈。
私
﹇
凝
然
﹈
は
こ
の
一
門
に
よ
っ
て
、『﹇
南
山
﹈
教
義
章
』
を
著
作
し
、

四
十
の
門
を
立
て
、
三
十
巻
﹇
の
巻
子
本
﹈
に
仕
立
て
た
。
詳
し
い
と
こ
ろ
は
、
彼
の
『﹇
南
山
教
義
﹈
章
』
に
つ
ぶ
さ
に
書
い
て
あ

る
。

今
且
挙
三
観
教
宗
、
摂
判
一
代
八
万
宏
綱
。
事
義
行
相
、
無
不
窮
究
。
予
（
＝
凝
然
）
依
此
一
門
、
撰
『
教
義
章
』。
門
立
四
十
、
軸
満
三
十
。
委
細

行
相
、
具
在
彼
章
。（『
日
蔵
』
三
五
、
一
〇
頁
下(3)）

こ
の
こ
と
か
ら
凝
然
が
、「
南
山
教
義
」
の
要
を
「
三
観
」
に
認
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
日
本
律
宗
義
に
お
い
て
は
、
単
純

に
律
蔵
に
説
か
れ
る
戒
条
を
遵
守
す
る
こ
と
が
本
義
と
は
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
南
山
宗
の
「
三
観
」
と
い
う
教
義
理
念
的
な
思
考

こ
そ
が
宗
義
の
要
諦
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
戒
条
の
遵
守
は
そ
の
思
考
に
沿
う
も
の
と
理
解
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
日
本
律
宗
に
大
い
に
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
「
三
観
」
が
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
教
義
を
指
し
、
中
国
南
山
宗
に
お
い

て
ど
の
よ
う
に
思
想
形
成
さ
れ
て
、
日
本
の
凝
然
に
ま
で
届
い
た
の
か
を
考
察
し
た
い
。
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一
『
行
事
鈔
』
に
説
か
れ
る
「
三
観
」
と
湛
然
か
ら
の
批
判

1

北
宋
期
以
前
の
南
山
宗
学
態
度

道
宣
に
は
多
く
の
著
作
が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
『
行
事
鈔
』
に
つ
い
て
は
早
く
か
ら
多
く
の
人
師
に
よ
っ
て
注
疏
が
作
ら
れ
た
。
宋
代
の

慧
顕
（
生
没
年
不
明
）
集
、
唐
招
提
寺
僧
戒
月
改
録(4)の
『
行
事
鈔
諸
家
記
標
目
』（『
続
蔵
』
四
四
所
収
）
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
唐
僧
四
十
一
名
、

五
代
僧
十
三
名
、
北
宋
僧
八
名
が
そ
れ
ぞ
れ
に
『
行
事
鈔
』
の
注
疏
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
『
行
事
鈔
』

以
外
の
著
作
に
つ
い
て
注
疏
が
さ
か
ん
に
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
意
外
に
も
北
宋
期
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。『
行
事
鈔
』
以
外

の
道
宣
著
作
の
注
疏
類
を
列
挙
す
る
と
、【
資
料
1
】
の
よ
う
に
な
る
。

【
資
料
1
】
『
行
事
鈔
』
以
外
の
道
宣
著
作
の
注
疏
類
の
作
成
開
始
時
期
（
〜
南
宋
期
ま
で
(5
)）

•
『戒
本
疏
』
注
疏

時
代

著
者
名

著
書
名

巻
数

成
立
年

補

北
宋

允
堪

四
分
律
含
註
戒
本
疏
発
輝
記

八
巻

『
続
蔵
』
三
九
所
収
。
三
巻
の
み
存
。

元
照

四
分
律
含
注
戒
本
疏
行
宗
記

二
一
巻

一
〇
八
八
年
序
『
続
蔵
』
三
九
〜
四
〇
所
収
。

釈
四
分
律
含
注
戒
本
疏
科

四
巻

『
続
蔵
』
三
九
所
収
。

南
宋
(日
本
)

俊
芿

四
分
戒
本
疏
唐
決

不
明

欠
。（
記
）
凝
然
『
律
宗
瓊
鑑
章
』

戒
疏
発
題

不
明

欠
。（
記
）
凝
然
『
律
宗
瓊
鑑
章
』
に
「
芿
師
将
来
本
」
と
あ
り
。

南山三観と日本律宗
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•
『業
疏
』
注
疏(6)

北
宋

允
堪

四
分
律
随
機
羯
磨
疏
正
源
記

八
巻

一
〇
五
一
年
作

一
一
四
八
年
刊
行
。『
続
蔵
』
四
〇
所
収
。

元
照

四
分
律
刪
補
随
機
羯
磨
疏
済
緣
記

二
二
巻

『
続
蔵
』
四
一
所
収
。

釈
四
分
律
刪
補
随
機
羯
磨
疏
科

四
巻

『
続
蔵
』
四
一
所
収
。

南
宋
(日
本
)

俊
芿

業
疏
唐
決

不
明

欠
。（
記
）『
不
可
棄
法
師
伝
』

•
『四
分
律
比
丘
尼
鈔
』（『
続
蔵
』
四
〇
所
収
）
注
疏

北
宋

允
堪

比
丘
尼
鈔
科

一
巻

欠
。（
記
）
義
天
録
二

玄
憚

比
丘
尼
鈔

五
巻

欠
。（
記
）
義
天
録
二

•
『教
誡
新
学
比
丘
行
護
律
儀
』
一
巻
（『
大
正
』
四
五
所
収
）
注
疏

北
宋

允
堪

教
誡
律
儀
通
円
記

一
巻

欠
。（
記
）
諸
宗
録
二
、
凝
然
『
律
宗
綱
要
』

南
宋

守
一

教
誡
律
儀
序
外
解

一
巻

野
中
寺
蔵
。

•
『釈
門
章
服
儀
』
一
巻
（『
大
正
』
四
五
所
収
）
注
疏

北
宋

法
明
(7
)
釈
門
章
服
儀
翼
聖
紀

一
巻

欠
。（
記
）
義
天
録
二

元
照

釈
門
章
服
儀
応
法
記

一
巻

一
〇
九
四
年
作
『
続
蔵
』
五
九
所
収
。

•
『中
天
竺
舎
衛
国
祇
洹
寺
図
経
』（『
大
正
』
四
五
所
収
）
注
疏
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北
宋

法
明

戒
壇
図
経
科

一
巻

欠
。（
記
）
義
天
録
二

戒
壇
図
経
闡
幽
鈔

不
明

欠
。（
記
）
義
天
録
二

允
堪

戒
壇
図
経
科

一
巻

欠
。（
記
）
義
天
録
二

戒
壇
図
経
道
宗
鈔

一
巻

欠
。（
記
）
義
天
録
二

元
照

戒
壇
図
紀

一
巻

欠
。（
記
）
清
算
『
三
宗
綱
義
』

•
『釈
門
帰
敬
儀
』
二
巻
（『
大
正
』
四
五
所
収
）
注
疏

北
宋

彦
起

釈
門
帰
敬
儀
護
法
記

三
巻

一
一
五
〇
年
序
『
続
蔵
』
五
九
所
収
。
上
巻
の
み
存
。

南
宋

了
然

釈
門
帰
敬
儀
科
文

一
巻

会
本
と
し
て
存
。

釈
門
帰
敬
儀
通
真
記

三
巻

一
二
〇
七
年
作
『
続
蔵
』
五
九
所
収
。

•
『浄
心
誡
観
法
』
二
巻
（『
大
正
』
四
五
所
収
）
注
疏

北
宋

允
堪

浄
心
誡
観
発
真
鈔

三
巻

一
〇
四
五
年
序
『
続
蔵
』
五
九
所
収
。

•
『律
相
感
通
伝
』
一
巻
（『
大
正
』
四
五
所
収
）
注
疏

北
宋

允
堪

霊
感
伝
通
幽
鈔

二
巻

欠
。（
記
）
義
天
録
二

•
『四
分
律
拾
律
毘
尼
義
鈔
』
二
巻
（『
続
蔵
』
四
四
所
収
、
た
だ
し
道
宣
仮
託
か(8)）
注
疏

北
宋

允
堪

四
分
律
拾
律
毘
尼
義
鈔
輔
要
記

六
巻

『
続
蔵
』
四
四
所
収
。
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【
資
料
1
】
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
律
三
大
部
に
数
え
ら
れ
る
『
戒
本
疏
』『
業
疏
』
の
注
疏
さ
え
も
北
宋
期
以
前
の
も
の
は
確
認
で
き
な

い
。
現
存
の
目
録
な
ど
で
も
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
作
成
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
も
ち
ろ
ん
『
行
事
鈔
』
注
疏
中
に

『
戒
本
疏
』
や
『
業
疏
』、『
釈
門
帰
敬
儀
』
な
ど
が
引
用
さ
れ
る
例
は
、
唐
・
呉
越
時
代
も
み
ら
れ
る
の
で
、
彼
ら
が
『
行
事
鈔
』
の
み
を

道
宣
著
作
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
北
宋
期
に
至
る
ま
で
の
南
山
宗
学
は
、『
行
事
鈔
』
の
み
に
集
約
さ
れ
、『
行
事
鈔
』
に
道
宣
の
意

図
を
す
べ
て
織
り
込
ん
で
考
察
す
る
研
究
手
法
が
長
く
と
ら
れ
て
き
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

2

湛
然
に
よ
る
南
山
三
観
批
判

道
宣
は
『
行
事
鈔
』
巻
中
四
「
懺
六
聚
法
篇
」（
六
二
六
年
初
稿
、
六
三
〇
年
校
定
）
に
、
以
下
の
よ
う
に
三
種
の
観
法
を
示
し
て
い
る
。

然
る
に
理
の
大
要
は
三
種
を
出
で
ず
。【
性
空
観
】
一
に
は
諸
法
は
性
空
無
我
な
り
と
。
此
の
理
を
も
っ
て
心
を
照
ら
す
を
名
け
て
小

乗
と
為
す
。【
相
空
観
】
二
に
は
諸
法
は
本
よ
り
相
是
れ
空
に
し
て
、
唯
だ
情
の
妄
見
の
み
と
。
此
の
理
を
も
っ
て
照
用
す
る
は
小
菩

薩
に
属
す
。【
唯
識
観
】
三
に
は
諸
法
は
外
塵
本
よ
り
無
し
。
実
に
唯
だ
識
の
み
有
り
と
。
此
の
理
深
妙
に
し
て
、
唯
だ
意
の
み
縁
知

す
。
是
れ
大
菩
薩
・
仏
果
の
証
行
な
り
。
故
に
摂
論
に
云
う
、「
唯
識
は
四
位
に
通
ず
」
等
と
。
此
の
三
理
を
以
て
、
智
の
強
弱
に
任

す
。（【
】
内
は
大
谷
に
よ
る
挿
入
）

然
理
大
要
不
出
三
種
。
一
者
諸
法
性
空
無
我
。
此
理
照
心
名
為
小
乗
。
二
者
諸
法
本
相
是
空
。
唯
情
妄
見
。
此
理
照
用
属
小
菩
薩
。
三
者
諸
法
外
塵

本
無
。
実
唯
有
識
。
此
理
深
妙
。
唯
意
緣
知
。
是
大
菩
薩
仏
果
証
行
。
故
摂
論
云
。
唯
識
通
四
位
等
。
以
此
三
理
。
任
智(強
ヵ
)

彊
弱
。（『
行
事
鈔
』
巻
中

四
「
懺
六
聚
法
篇
」、『
大
正
』
四
〇
、
九
六
頁
中
）

上
記
の
記
述
か
ら
三
種
の
観
法
の
概
要
を
示
せ
ば
、
第
一
の
性
空
観
と
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
（
＝
諸
法
）
の
本
質
（
＝
性
）
は
空

で
あ
り
、
か
つ
無
我
で
あ
る
と
観
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
行
法
は
小
乗
人
の
修
行
法
で
あ
る
と
い
う
。
第
二
の
相
空
観
と
は
、
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
も
の
（
＝
諸
法
）
の
本
来
の
す
が
た
（
＝
相
）
は
空
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
を
区
別
し
て
本
来
の
す
が
た
に
着
目
し
な
い
の
は
、

感
情
を
有
す
る
生
き
も
の
（
＝
有
情
）
の
誤
っ
た
見
解
で
あ
る
と
観
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
行
法
は
小
菩
薩
の
修
行
法
で
あ
る
と
い
う
。
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そ
し
て
第
三
の
唯
識
観
と
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
（
＝
諸
法
）
は
結
局
の
と
こ
ろ
心
の
外
に
あ
る
対
象
物
に
す
ぎ
ず
、
本
来
実
体
を
有

す
る
も
の
で
は
な
い
、
た
だ
認
識
す
る
心
（
＝
意
）
の
み
が
存
在
す
る
と
観
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
菩
薩
か
ら
仏
果
に
至
る
ま
で

の
修
行
法
で
あ
る
と
い
う
。

掲
載
資
料
の
書
き
下
し
中
に
挿
入
し
た
【
性
空
観
】【
相
空
観
】【
唯
識
観
】
の
呼
称
は
、
道
宣
自
身
が
名
づ
け
た
も
の
で
は
な
く
、
後
世

の
弟
子
た
ち
が
道
宣
の
示
し
た
三
種
の
観
法
の
特
色
を
示
し
て
名
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
こ
の
三
つ
の
名
称
は
、
呉
越
・
景

霄
『
四
分
律
鈔
簡
正
記
』
第
十
七(9)内
に
最
初
に
使
用
さ
れ
る
。
先
行
す
る
唐
・
大
覚
『
四
分
律
行
事
鈔
批
』
第
十
二
本
「
懺
六
聚
法
篇
第
十

六(10)」
で
は
、「
性
空
観
」「
法
空
観
」「
唯
識
観
」
と
そ
れ
ぞ
れ
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
三
種
の
観
法
を
そ
れ
ぞ
れ
特
色
に
合
わ

せ
て
命
名
す
る
こ
と
は
、
早
い
段
階
か
ら
南
山
宗
内
で
行
な
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

彼
ら
は
道
宣
が
他
の
箇
所
で
も
同
様
に
三
種
の
観
法
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
、
道
宣
の
「
三
観
」
と
し
て
ま
と
め
上
げ
て

い
っ
た(11)。
本
稿
で
は
今
後
道
宣
が
示
し
、
南
山
宗
内
で
完
成
さ
れ
て
い
っ
た
「
三
観
」
の
概
念
に
つ
い
て
「
南
山
三
観
」
の
呼
称(12)を
用
い
る
。

『
行
事
鈔
』
が
成
立
し
て
か
ら
百
年
を
過
ぎ
た
頃
、
天
台
宗
第
五
祖
の
湛
然
（
七
一
一
〜
七
八
二
）
は
、
智
顗
『
摩
訶
止
観
』
の
注
疏
で
あ

る
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
を
記
す
に
あ
た
っ
て
、
智
顗
の
主
張
す
る
理
懺
（
普
遍
的
真
理
を
観
察
し
て
過
去
現
在
の
一
切
の
罪
業
を
滅
す
る
懺
悔

法
）
を
説
明
す
る
中
、『
行
事
鈔
』
の
前
掲
文
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
南
山
三
観
に
対
し
て
批
判
を
繰
り
出
し
て
い
る
。

南
山
道
宣
は
無
生
懺
悔
の
法
に
つ
い
て
三
種
を
列
ね
て
い
る
。（
以
下
中
略
。
前
掲
『
行
事
鈔
』
の
文
を
引
用
）。
道
宣
の
『
行
事
鈔
』
の

解
釈
に
は
、
典
拠
も
あ
る
け
れ
ど
も
、﹇
し
か
し
な
が
ら
、
ま
ず
﹈
第
一
﹇
の
観
法
﹈
を
小
乗
に
所
属
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
﹇
点
が

不
審
で
あ
る
﹈。
小
乗
に
は
重
﹇
罪
﹈
を
﹇
犯
し
た
際
の
懺
法
は
存
在
し
な
い
の
で
、
こ
れ
を
設
定
す
る
﹈
道
理
が
な
い
。
ま
し
て

﹇
こ
の
﹈
小
乗
の
位
で
は
、﹇
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
本
性
が
空
・
無
我
で
あ
る
と
の
観
察
が
果
た
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、

見
諦
（
＝
預
流
果
）
以
後
の
境
地
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
境
地
は
﹈
言
う
ま
で
も
な
く
、
す
で
に
﹇
凡
夫
の
﹈
初
心
﹇
か
ら
は
遠

く
﹈
隔
た
っ
て
い
る
。
第
二
と
第
三
﹇
の
懺
法
﹈
は
﹇
そ
の
位
次
を
小
菩
薩
お
よ
び
大
﹈
菩
薩
か
ら
仏
果
に
ま
で
所
属
さ
せ
て
し
ま
っ

て
い
る
﹇
点
が
不
審
で
あ
る
﹈。
凡
夫
は
﹇
こ
れ
ら
の
懺
法
に
﹈
依
拠
し
よ
う
と
し
て
も
、﹇
位
次
が
高
す
ぎ
て
、
自
身
の
﹈
心
を
観
じ
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る
土
台
が
調
っ
て
い
な
い
。
今
﹇『
摩
訶
止
観
』
で
説
か
れ
る
懺
悔
法
﹈
は
、
凡
夫
に
基
づ
い
て
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
乗

﹇
の
懺
法
を
﹈
用
い
て
重
罪
を
懺
悔
し
よ
う
と
思
っ
た
な
ら
ば
、『
大
方
等
陀
羅
尼
経
』
や
『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』﹇
な
ど
の
経
文
﹈

に
依
拠
す
る
べ
き
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
道
宣
﹇
の
説
く
三
観
﹈
は
﹇
懺
法
を
行
な
う
者
の
﹈
位
次
を
非
常
に
高
く
設
定
し
て
お
り

（
＝
判
位
太
高
）、﹇
凡
夫
の
﹈
初
心
で
は
﹇
懺
法
を
行
な
う
﹈
資
格
が
な
い
。﹇
そ
も
そ
も
高
位
の
者
に
は
、
懺
悔
を
必
要
と
す
る
﹈
罪

が
な
い
﹇
の
だ
か
ら
﹈
ど
う
し
て
﹇
道
宣
の
よ
う
に
、
高
位
の
者
を
﹈
列
ね
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
、
い
や
な
い(13)。

南
山
亦
立
無
生
懺
法
、
総
列
三
種
。（
中
略
）
南
山
此
文
、
雖
即
有
拠
、
然
第
一
判
属
小
乗
。
小
乗
且
無
懺
重
之
理
。
況
復
此
位
、
已
隔
初
心
。
第
二

第
三
、
復
属
菩
薩
及
以
仏
果
。
凡
夫
欲
依
、
措
心
無
地
。
今
之
所
立
、
直
明
凡
下
。
欲
用
大
乗
悔
重
罪
者
、
当
依
方
等
普
賢
観
等
。
是
故
南
山
判
位

太
高
、
初
心
無
分
。
高
位
無
罪
。
何
須
列
之
。（
唐
・
湛
然
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
第
四
之
二
、『
大
正
』
四
六
、
二
五
八
頁
下
〜
二
五
九
頁
上
）

ま
ず
湛
然
は
、
前
提
と
し
て
南
山
三
観
が
説
か
れ
て
い
る
『
行
事
鈔
』
の
チ
ャ
プ
タ
ー
が
「
懺
六
聚
法
篇
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
道
宣
が

「
三
観
」
を
「
理
の
大
要
」
と
す
る
こ
と
か
ら
、
南
山
三
観
は
理
懺
（
＝
無
生
懺
法
）
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ

の
上
で
湛
然
は
智
顗
『
摩
訶
止
観
』
に
説
か
れ
る
理
懺
と
比
較
し
、
道
宣
説
が
智
顗
説
の
「
三
観
」
に
劣
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
南
山
三
観
の
う
ち
、
第
一
性
空
観
は
、
本
来
理
懺
を
設
定
す
る
必
要
の
な
い
は
ず
の
小
乗
人
に
適
応
さ
せ
て
い
る
点
で
す
で
に
論

理
的
に
破
綻
し
て
お
り
、
さ
ら
に
小
乗
人
で
も
預
流
果
以
上
の
さ
と
り
を
得
た
者
で
な
い
と
到
底
修
す
こ
と
の
で
き
な
い
観
法
を
設
定
し
て

い
て
、
凡
夫
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
し
て
第
二
相
空
観
・
第
三
唯
識
観
は
、
菩
薩
か
ら
仏
果
に
至
る
ま
で
の
高
位
者
が
修
す
べ
き
懺
法
で

あ
る
と
自
ら
設
定
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
凡
夫
に
可
能
な
修
法
で
は
な
い
こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
そ
の
よ
う
な
高
位

者
は
懺
悔
を
必
要
と
す
る
罪
を
そ
も
そ
も
作
す
は
ず
が
な
い
の
だ
か
ら
採
り
上
げ
る
必
要
が
な
い
。
智
顗
の
立
て
た
「
三
観
」
は
真
理
を
対

象
と
す
る
観
法
が
、
凡
夫
に
よ
っ
て
修
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
最
大
の
強
み
が
あ
る
。
道
宣
は
智
顗
同
様
に
「
三
観
」
を
立
て
る
が
、
天
台

義
こ
そ
有
用
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
湛
然
に
よ
る
南
山
三
観
批
判
は
、『
行
事
鈔
』
研
究
者
か
ら
長
ら
く
無
視
さ
れ
続
け
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
批
判
を
十
分
に
知
り
得

た
だ
ろ
う
景
霄
『
四
分
律
鈔
簡
正
記
』（
九
三
四
年
成
立
）
注
釈
内
で
も
、
小
菩
薩
は
加
行
位(14)、
大
菩
薩
は
初
地
か
ら
十
地
に
至
る
ま
で
の
菩
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薩(15
)と

相
変
わ
ら
ず
高
位
の
菩
薩
が
規
定
さ
れ
て
お
り(16)、
特
に
湛
然
へ
の
反
論
は
み
ら
れ
な
い
。

二

元
照
に
よ
る
湛
然
へ
の
ア
ン
サ
ー

現
存
す
る
『
行
事
鈔
』
注
疏
の
う
ち
、
湛
然
か
ら
の
批
判
に
明
確
に
回
答
し
た
最
初
は
、
元
照
『
行
事
鈔
資
持
記
』
一
六
巻
（
以
下
『
資

持
記
』
と
略
）
で
あ
る
。

問
う
。
あ
る
人
（
＝
湛
然
）
は
「﹇
南
山
三
観
の
う
ち
の
第
三
﹈
唯
識
観
に
つ
い
て
、
南
山
﹇
道
宣
﹈
は
﹇
懺
法
を
行
な
う
者
の
﹈
位
次

を
非
常
に
高
く
設
定
し
て
い
る
（
＝
判
位
太
高
）」
と
言
い
、
ま
た
「
高
位
の
者
に
は
﹇
懺
悔
を
必
要
と
す
る
﹈
罪
が
な
い
の
に
、
な
ぜ

懺
悔
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
い
や
な
い
だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

答
え
。『﹇
摂
大
乗
﹈
論
』
の
文
に
は
、﹇
道
宣
が
﹈
自
ら
﹇
典
拠
と
し
て
あ
げ
て
い
る
よ
う
に
﹈「
唯
識
﹇
観
﹈
は
﹇
信
楽
位
・
見
位
・

修
位
・
究
竟
位
の
﹈
四
位
に
通
じ
る(17)」
と
言
っ
て
い
る
。
ど
う
し
て
南
山
﹇
道
宣
﹈
の
判
断
を
﹇
高
位
の
み
に
限
る
懺
法
で
あ
る
と
﹈

批
難
さ
れ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
あ
え
て
深
い
境
地
に
つ
い
て
述
べ
て
、
深
妙
な
る
真
理
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る

（
＝
特
挙
深
位
、
以
彰
理
妙
）。﹇
道
宣
の
﹈
懺
悔
法
は
ま
さ
に
下
凡
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
知
り
な
さ
い
。
だ
か
ら
﹇『
行
事
鈔
』
で

も
﹈
後
に
﹇
各
自
の
﹈
智
慧
の
強
弱
に
任
せ
﹇
て
三
観
の
い
ず
れ
か
を
選
ば
せ
﹈
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。﹇
犯
し
た
﹈
事
に
よ

っ
て
そ
の
縁
を
観
想
す
る
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
果
報
で
あ
る
仏
に
罪
を
懺
悔
さ
せ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
い
や
な
い
。﹇
自
身
の
智

慧
の
段
階
に
合
わ
な
け
れ
ば
﹈
前
﹇
の
第
一
観
に
準
じ
る
自
身
﹈
が
、﹇
低
位
に
あ
り
な
が
ら
高
位
の
観
法
を
﹈
修
し
て
も
、
軽
は
ず

み
と
な
り
小
さ
な
過
失
が
残
る
だ
ろ
う
。
後
﹇
の
第
二
観
・
第
三
観
に
準
じ
る
自
身
﹈
が
、﹇
高
位
に
あ
り
な
が
ら
低
位
の
観
法
を
﹈

修
し
て
も
自
ら
の
高
い
志
に
行
法
が
伴
わ
ず
疎
略
と
な
り
、﹇
こ
の
観
法
を
﹈
軽
ん
じ
誹
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

問
。
有
人
云
唯
識
観
南
山
判
位
太
高
。
又
云
深
位
無
罪
、
豈
須
懺
悔
。
其
意
云
何
。
答
。
論
文
自
云
唯
識
通
四
位
。
那
責
南
山
判
耶
。
此
蓋
特
挙
深

位
以
彰
理
妙
。
当
知
悔
法
正
為
下
凡
。
故
下
勧
令
任
智
強
弱
。
随
事
観
縁
豈
令
果
仏
而
悔
罪
耶
。
前
修
率
爾
不
無
小
疵
。
後
進
狂
簡
便
生
軽
謗
。（
元
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照
『
四
分
律
行
事
鈔
資
持
記
』
中
四
下
「
釈
懺
六
聚
法
篇
」、『
大
正
』
四
〇
、
三
五
一
頁
上
）

す
な
わ
ち
元
照
は
、
道
宣
が
自
ら
『
摂
大
乗
論
』
の
「
唯
識
、
四
位
に
通
ず
」
の
文
を
引
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
注
目
し
、
南
山
三
観
の

う
ち
の
第
三
唯
識
観
は
境
地
の
高
低
に
共
通
し
た
懺
悔
法
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
深
い
境
地
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
と
主

張
す
る
。
境
地
の
高
低
に
共
通
す
る
と
は
い
え
、
中
心
的
対
象
と
な
る
の
は
「
下
凡
」
で
あ
り
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
道
宣
の
提
唱
し
た
南
山
三

観
も
ま
た
、
天
台
三
観
と
同
様
に
凡
夫
の
た
め
の
懺
悔
法
で
あ
る
と
こ
た
え
て
、
湛
然
か
ら
の
批
判
を
か
わ
そ
う
と
し
て
い
る
。

『
行
事
鈔
諸
家
記
標
目
』
に
よ
れ
ば
、
北
宋
期
に
は
、『
行
事
鈔
』
の
注
疏
と
し
て
、
処
雲
『
行
事
鈔
拾
遺
記
』
三
巻
、
普
済
『
行
事
鈔
集

解
記
』
一
二
巻
、
通
慧
『
行
事
鈔
音
義
指
帰
』
三
巻
、
徳
明
『
行
事
鈔
正
言
記
』
一
〇
巻
、
擇
悟
『
行
事
鈔
義
苑
』
七
巻
、
允
堪
『
行
事
鈔

会
正
記
』
一
三
巻
、
文
博
『
行
事
鈔
簡
正
記
』（
巻
数
未
詳
）、
元
照
『
行
事
鈔
資
持
記
』
一
六
巻
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る(18)。
あ
る
い
は
元
照
以

外
の
人
師
も
ま
た
湛
然
の
批
判
に
答
え
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
確
認
で
き
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
南
宋
期
に
は
元
照
著
作
を
通
じ
た
南
山
宗
研
究
が
主
流
と
な
る
の
で
、
こ
の
元
照
の
解
答
を
踏
ま
え
た
上
で
、
議
論
が

活
発
化
し
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。

三

北
宋
期
の
天
台
と
南
山

こ
の
よ
う
に
湛
然
か
ら
の
南
山
三
観
批
判
は
、
お
そ
ら
く
は
北
宋
期
に
至
っ
て
は
じ
め
て
南
山
宗
内
で
採
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

道
宣
の
他
の
著
作
と
異
な
り
、
唐
代
か
ら
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
研
究
さ
れ
て
き
た
『
行
事
鈔
』
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
説
か
れ
た
南
山
三
観
に
対

す
る
批
判
が
、
な
ぜ
北
宋
期
に
至
っ
て
発
見
さ
れ
た
の
か
。
前
掲
の
【
資
料
1
】
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
道
宣
著
作
の
注
疏
を

特
に
多
く
著
し
た
の
が
允
堪
（
一
〇
〇
五
〜
一
〇
六
一
）
と
元
照
（
一
〇
四
八
〜
一
一
一
六
）
で
あ
る
。
彼
ら
を
結
び
つ
け
る
杭
州
昭
慶
寺
と
い

う
〈
場
〉
に
注
目
し
て
、
当
時
の
南
山
宗
学
研
究
の
背
景
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
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【
資
料
2
】
杭
州
昭
慶
寺
略
歴(19)

天
福
元
年
（
九
三
六
）
(20
)

呉
越
王
銭
氏
に
よ
っ
て
建
立
。
も
と
は
菩
提
院
と
呼
ば
れ
た
。

乾
徳
二
年
（
九
六
四
）

開
山
の
永
智
を
招
い
て
重
建
。

太
平
興
国
三
年
（
九
七
八
）

戒
壇
が
築
か
れ
る
。

太
平
興
国
七
年
（
九
八
二
）

「
大
昭
慶
律
寺
」
の
額
を
賜
る
。

淳
化
至
天
禧
(九
九
〇
頃
〜
一
〇
二
〇
)
省
常
、
華
厳
浄
行
社
を
形
成
。

慈
雲
遵
式
入
寺
。

淨
覺
仁
岳
入
寺
。

間
も
な
く
火
事
に
よ
っ
て
灰
燼
に
帰
す
。

慶
暦
二
年
（
一
〇
四
二
）

再
建
。
こ
の
頃
允
堪
（
一
〇
〇
五
〜
一
〇
六
一
）
住
持
を
務
め
、
戒
壇
を
建
立
。

元
豊
年
間
（
一
〇
七
八
〜
一
〇
八
五
）

こ
の
頃
元
照
（
一
〇
四
八
〜
一
一
一
六
）
住
持
を
務
め
る
。

昭
慶
寺
に
つ
い
て
史
料
か
ら
わ
か
る
と
こ
ろ
を
年
表
に
し
た
の
が
【
資
料
2
】
で
あ
る
。
昭
慶
寺
は
、
史
料
に
よ
っ
て
異
同
が
あ
る
も
の

の
、
十
世
紀
の
中
葉
頃
に
、
呉
越
王
銭
氏
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
寺
院
で
、
当
初
は
菩
提
院
と
称
し
て
い
た
。
乾
徳
二
年
（
九
六
四
）
に
重

建
さ
れ
、
太
平
興
国
三
年
（
九
七
八
）
に
戒
壇
が
建
立
さ
れ
て
、
同
七
年
（
九
八
二
）
に
「
大
昭
慶
律
寺
」
と
改
称
さ
れ
た
。
こ
の
後
、
淳
化

年
間
（
九
九
〇
〜
九
九
四
）
頃
か
ら
省
常
（
九
五
九
〜
一
〇
二
〇
）
が
昭
慶
寺
に
入
寺
し
、
臨
終
に
至
る
ま
で
の
約
三
十
年
に
わ
た
っ
て
住
す
。

省
常
は
白
蓮
社
に
倣
い
『
華
厳
経
』
浄
行
品
を
拠
り
所
と
し
た
浄
行
社
を
昭
慶
寺
に
お
い
て
結
社
し
た
。
宗
暁
編
『
楽
邦
文
類
』
に
収
録
さ

れ
た
「
蓮
社
継
祖
五
大
法
師
伝
」
に
よ
れ
ば
、
一
時
は
「
社
友
」
と
し
て
「
八
十
比
丘
一
千
大
衆
」
が
集
結
し
た
と
い
う(21)。

省
常
の
入
寺
か
ら
二
十
年
あ
ま
り
後
、
彼
と
同
世
代
で
浄
土
教
の
学
匠
と
し
て
著
名
な
慈
雲
遵
式
（
九
六
四
〜
一
〇
三
二
）
が
入
寺
し
て
い

る
。「
杭
州
武
林
天
竺
寺
故
大
法
師
慈
雲
式
公
行
業
曲
記(22)」
に
よ
れ
ば
、
遵
式
は
こ
の
時
昭
慶
寺
に
お
い
て
四
分
律
を
講
義
し
た
と
さ
れ
る
。

ま
た
省
常
・
遵
式
と
同
時
代
に
活
躍
し
た
人
物
に
寧
波
の
延
慶
寺
を
拠
点
と
し
た
知
禮
（
九
六
〇
〜
一
〇
二
八
）
が
い
る
。
こ
の
頃
、
知
禮
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【資料3】 西湖周辺地図（Google Earth より加工して掲載）
①孤山／②昭慶寺跡地／③霊芝崇福寺跡地

に
よ
っ
て
復
興
さ
れ
た
天
台
教
学
は
山
家
派
と
呼
称
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
孤
山

智
圓
（
九
七
六
〜
一
〇
二
二
）
を
中
心
と
す
る
山
外
派
が
知
禮
の
教
学
に
異
論
を
唱

え
、
山
家
・
山
外
の
間
に
論
争
が
起
こ
っ
た
と
さ
れ
る
。
智
圓
は
師
の
死
後
に
西

湖
周
辺
に
住
し
、
特
に
晩
年
に
は
孤
山
に
住
し
た
と
伝
わ
る
。【
資
料
3
】【
資
料

4
】
に
図
示
す
る
よ
う
に
、
孤
山
に
架
け
ら
れ
た
橋
の
袂
が
昭
慶
寺
で
あ
り
、
僧

侶
は
両
所
を
簡
単
に
往
来
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
実
際
、
智
圓
は
昭
慶
寺
で
浄
行

社
を
結
社
し
た
省
常
の
行
業
記
を
作
成
し
、
さ
ら
に
『
銭
唐
白
蓮
社
主
碑
』
を
作

成
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る(23)。

ま
た
彼
の
著
書
『
閑
居
編
』（
一
〇
一
六
年
成
立
）
に
は
、
彼
の
「
友
人
」
と
し

て
擇
梧
（
擇
悟(24)と
も
。
以
下
史
料
記
載
名
に
関
わ
ら
ず
擇
梧
と
記
す
。
生
没
年
不
詳
）
の

名
が
頻
出
す
る(25)。
擇
梧
は
最
初
普
寧
律
師
法
明
に
就
い
て
律
を
学
ん
だ
が
、
そ
の

後
径
山
維
琳
に
参
学
し
た
と
さ
れ
、
維
琳
か
ら
の
系
譜
が
流
伝
し
て
い
る(26)。
散
逸

し
て
い
る
が
、
彼
に
は
『
行
事
鈔
義
苑
』
七
巻
の
著
作
が
あ
っ
た(27)よ
う
で
、『
閑

居
編
』
に
は
智
圓
が
付
し
た
後
序
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
智
圓
自
身
に
も
『
南
山

祖
師
礼
讃
文
』
の
著
作
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
擇
梧
に
請
わ
れ
て
執
筆
し
た
も
の
だ

っ
た
こ
と
が
、
彼
の
自
作
の
後
序
（『
閑
居
編
』
に
収
載
「
南
山
大
師
賛
後
序(28)」）
の

記
載
か
ら
知
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
後
序
の
記
載
か
ら
は
、
智
圓
自
身
が
大
中
祥
符

七
年
（
一
〇
一
四
）
八
月
五
日
に
西
湖
崇
福
寺
に
て
涅
槃
経
の
講
義
を
行
っ
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
彼
の
著
作
で
あ
る
『
涅
槃
経
疏
三
徳
指
帰
』
に
付
さ
れ
た

自
序
か
ら
は
、
す
で
に
一
〇
一
一
年
に
は
「
銭
塘
西
湖
崇
福
寺
」
の
「
講
堂
首
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【資料4】 西湖図（『咸淳臨安志』南宋・咸淳年間〈1265～1274〉版本）
①孤山／②昭慶寺／③霊芝崇福寺

事
」
を
つ
と
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る(29
)か

ら
、
少
な

く
と
も
一
〇
一
一
〜
一
〇
一
四
年
間
、
智
圓
は
崇
福
寺

と
関
わ
り
続
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
智
圓
の
友
人
擇
梧
の
弟
子(30)と
し
て
昭
慶
寺
に
入

寺
し
た
の
が
淨
覺
仁
岳
（
九
九
二
〜
一
〇
六
四
）
で
あ
る
。

彼
は
も
と
も
と
知
禮
の
弟
子
で
あ
っ
た
が
、
後
に
知
禮

門
下
を
離
脱
し
て
山
外
派
に
転
向
し
た
の
で
「
後
山

外
」
と
呼
ば
れ
た
。『
釈
門
正
統
』（
一
二
三
七
年
成
立
）

の
「
仁
岳
」
伝
に
よ
れ
ば
、
天
竺
寺
を
中
興
（
一
〇
一

五
年
）
し
た
遵
式
と
の
間
に
詩
の
や
り
と
り
が
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
仁
岳
が
遵
式
に
送
っ
た
詩
は
「
会
有

昭
慶
請
」
と
結
ば
れ
て
お
り(31)、
仁
岳
が
智
圓
に
昭
慶
寺

へ
の
来
臨
を
請
う
た
も
の
と
も
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
む
し
ろ
遵
式
よ
り
も
前
に
昭
慶
寺
に
入
寺
し

て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
仁
岳
は
、
遵
式
の
門
人

が
住
む
五
つ
の
道
場
の
う
ち
の
「
霊
芝
」
に
十
年
ば
か

り
住
し
た
こ
と
も
あ
る
よ
う
で(32)、
両
者
の
間
に
は
密
接

な
交
流
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
霊
芝
」
と

は
、
前
に
紹
介
し
た
智
圓
が
「
講
堂
首
事
」
を
務
め
て

い
た
崇
福
寺
の
こ
と
で
あ
り
、
後
に
昭
慶
寺
に
入
寺
す

南山三観と日本律宗
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る
元
照
（
一
〇
四
八
〜
一
一
一
六
）
は
、
晩
年
の
三
十
年
を
こ
こ
で
過
ご
し
、「
西
湖
霊
芝
崇
福
寺
釈
元
照
」
を
名
乗
っ
て
い
る
。

仁
岳
の
入
寺
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
昭
慶
寺
は
焼
失
し
、
一
〇
四
二
年
に
再
建
さ
れ
る
。
こ
の
時
招
か
れ
た
の
が
允
堪
（
一
〇
〇
五
〜
一
〇

六
一
）
で
、
同
時
に
戒
壇
院
が
建
立
さ
れ
た
と
い
う
。
岡
本
一
平
氏
が
ま
と
め
た
允
堪
の
伝
記
に
よ
れ
ば
、
彼
の
師
は
「
天
台
崇
教
院
慧

思
」
で
あ
り
、
彼
は
自
身
の
著
作
物
に
「
天
台
沙
門
」
と
署
名
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
涯
天
台
学
派
と
関
連
が
深
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る(33)。
し
か
し
一
方
で
允
堪
の
著
作
の
ほ
と
ん
ど
は
道
宣
著
作
の
注
疏
か
、
儀
礼
・
規
則
関
係
で
あ
り
、【
資
料
1
】
に
て
挙
げ
た
も
の
が

そ
の
一
部
で
あ
る
。

元
豊
年
間
（
一
〇
七
八
〜
一
〇
八
五
）
に
は
元
照
が
昭
慶
寺
に
入
寺
し
た
。『
釈
氏
稽
古
略
』（
一
三
五
四
年
成
立
）
に
は
允
堪
の
後
継
が
元

照
で
あ
っ
た
と
伝
え
て
お
り(34)、『
大
昭
慶
律
寺
志
』
巻
八
に
も
同
様
の
記
事
が
見
ら
れ
る(35)。
一
方
で
志
磐
編
『
仏
祖
統
紀
』
巻
二
九
（
一
二

六
九
年
成
立
）
に
は
、
允
堪
が
道
宣
著
作
の
『
行
事
鈔
』
の
注
疏
と
し
て
『
行
事
鈔
会
正
記
』（
以
下
『
会
正
記
』
と
略
）
を
著
し
た
の
に
反
目

し
て
、
元
照
が
『
行
事
鈔
資
持
記
』
を
撰
述
し
た
た
め
、
こ
れ
以
降
南
山
宗
が
会
正
家
・
資
持
家
に
二
分
し
て
し
ま
っ
た
と
伝
え
る(36)。

さ
て
『
釈
門
正
統
』（
一
二
三
七
年
成
立
）
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
元
照
は
得
度
後
、
擇
瑛
（
一
〇
四
五
〜
一
〇
九
九(37)）
と
と
も
に
神
悟
処
謙

（
一
〇
一
一
〜
一
〇
七
五(38)）
に
参
じ
た
と
さ
れ
る
。
山
家
派
の
知
禮
門
下
は
、
後
に
神
照
本
如
（
九
八
二
〜
一
〇
五
一
）
の
系
統
、
南
屛
梵
臻

（
？
〜
一
〇
五
一
〜
一
一
〇
三
）
の
系
統
、
広
智
尚
賢
（
？
〜
一
〇
二
八
〜
？
）
の
系
統
の
三
派
に
分
か
れ
る
が
、
神
悟
処
謙
は
こ
の
う
ち
神
照

本
如
の
弟
子
に
あ
た
る
（【
資
料
5
】
参
照
）。
本
如
は
知
禮
に
学
ん
だ
後
に
、
慈
雲
遵
式
に
参
じ
て
、
台
州
の
東
掖
山
能
仁
寺
（
旧
名
は
承

天
）
に
移
り
、
三
十
年
間
止
住
し
た
。
こ
の
時
処
謙
は
廬
山
慧
遠
の
遺
風
を
慕
っ
て
白
蓮
社
を
結
成
し
、
仁
宗
皇
帝
か
ら
「
白
蓮
」
の
名
を

賜
っ
た
と
さ
れ(39)、
彼
の
弟
子
筋
の
多
く
は
、
特
に
浄
土
教
に
傾
斜
し
た
と
評
さ
れ
る(40)。
処
謙
は
元
照
に
対
し
て
「
近
頃
律
学
に
つ
い
て
「
微

失
亡
」
の
者
が
多
い
。
私
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
あ
な
た
は
宗
匠
と
な
っ
て
、
法
華
（
天
台
）
を
明
ら
か
に
し
て
、
四
分
律
を
弘
め
な
さ

い
」
と
述
べ
た
と
伝
わ
る
。
そ
の
後
元
照
は
元
豊
元
年
（
一
〇
七
八
）
に
広
慈
慧
才
か
ら
菩
薩
戒
を
受
け
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
慧
才
も
ま

た
遵
式
に
参
じ
、
一
昼
夜
に
わ
た
っ
て
「
弥
陀
号
」
を
誦
し
て
「
あ
な
た
は
中
品
に
て
浄
土
に
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
」
と
夢
告
を
受
け
た
と
伝

わ
る
浄
土
信
仰
者
で
あ
っ
た
と
い
う(41)。
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【資料5】 知禮門下の分派（池田魯参［1999］より抜粋）

つ
ま
り
元
照
の
師
で
あ
る
神
悟
処
謙
と

広
慈
慧
才
は
、
ど
ち
ら
も
慈
雲
遵
式
に
参

学
し
た
浄
土
教
信
仰
者
で
あ
り
、
そ
の
遵

式
ゆ
か
り
の
昭
慶
寺
に
元
照
が
住
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
は
、
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
允
堪
と
元
照
と
の
間
に
は
直
接
の
関

係
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
昭
慶
寺
と
い

う
〈
場
〉
を
通
じ
て
、
両
者
間
に
は
共
通

す
る
宗
教
的
指
向
が
存
在
し
て
い
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
昭
慶
寺
は
、
浄
土
教
に
傾
斜

す
る
天
台
学
僧
が
山
外
・
山
家
を
問
わ
ず

に
集
ま
り
、
さ
ら
に
周
辺
の
霊
芝
崇
福
寺

や
孤
山
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
四
分
律

研
究
が
並
行
し
て
行
わ
れ
る
〈
場
〉
で
あ

っ
た
。
実
際
、
昭
慶
寺
ゆ
か
り
の
智
圓
・

仁
岳
・
允
堪
は
そ
れ
ぞ
れ
に
『
南
山
祖
師

礼
讃
文
』
を
著
述
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

を
収
集
し
て
元
照
が
序
を
付
し
た
『
集
南

山
礼
讃
』
が
残
さ
れ
て
い
る
（『
続
蔵
』
七

南山三観と日本律宗

41



四
所
収
）。
元
照
に
よ
る
序
文
に
は
、「（
道
宣
の
）
年
忌
法
要
の
た
び
に
大
人
数
に
よ
る
供
養
の
列
が
﹇
で
き
、『
南
山
祖
師
礼
讃
文
』
を
﹈

歌
詠
し
て
、
哀
慕
の
情
を
表
す
﹇
と
い
っ
た
こ
と
が
﹈
久
し
く
行
わ
れ
て
き
た(42)」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
元
照
が
こ
の
序
を
記
し
た
の
も
、

「
元
符
三
年
（
一
一
〇
〇
）
祖
忌
日
」
で
あ
り
、
昭
慶
寺
や
ゆ
か
り
の
寺
院
に
お
い
て
、
道
宣
の
遺
徳
を
し
の
ぶ
法
要
が
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
時
分
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
天
台
学
徒
で
あ
っ
た
智
圓
・
仁
岳
・
允
堪
が
作
成
し
た
礼
讃
文
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
岡
本
一
平

氏
は
允
堪
の
思
想
形
成
に
つ
い
て
「
天
台
学
派
内
部
に
お
け
る
戒
律
研
究
を
契
機
と
し
て
成
立
し
た
」
こ
と
を
示
唆
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は
允
堪
に
限
ら
ず
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
研
究
態
度
こ
そ
昭
慶
寺
住
僧
の
特
色
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
北
宋
期
に
は
、
天
台
教
学
に
基
軸
を
置
く
学
僧
た
ち
に
よ
っ
て
、
南
山
宗
義
の
復
興
が
行
わ
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
同
時
期
に
は
山
家
・
山
外
に
分
か
れ
て
天
台
宗
義
の
論
争
が
行
わ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
宗
祖
智
顗
の
著
作
は
そ
の
注
疏
と

と
も
に
入
念
に
研
究
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
時
、
荊
渓
湛
然
に
よ
る
南
山
三
観
へ
の
批
判
が
発
見
さ
れ
、
注
目
を

浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

四

南
宋
期
に
お
け
る
「
南
山
三
観
」
解
釈

1

入
宋
僧
俊
芿
と
南
宋
期
南
山
宗
徒
に
お
け
る
問
答

南
宋
期
の
南
山
宗
研
究
者
に
お
け
る
多
様
な
南
山
三
観
の
見
解
は
、『
律
宗
問
答
』（『
続
蔵
』
五
九
所
収
）
の
内
容
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
本
書
は
入
宋
僧
俊
芿
（
一
一
六
六
〜
一
二
二
七
、
入
宋
：
一
一
九
九
〜
一
二
一
一
）
と
南
宋
僧
と
の
間
で
や
り
と
り
さ
れ
た
問
答
集
で

あ
る
。

肥
後
国
に
生
ま
れ
、
お
も
に
九
州
で
天
台
学
を
学
ん
だ
俊
芿
は
、「
大
小
之
戒
律
」
に
つ
い
て
疑
問
を
抱
え
、
一
一
九
九
年
に
商
船
に
便

乗
し
て
宋
国
に
留
学
し
た
。
彼
は
十
二
年
間
の
中
国
留
学
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
南
山
宗
に
関
す
る
五
十
三
箇
条
の
質
問
状
を
南
宋
僧
に
回

覧
し
た
が
、
こ
の
う
ち
の
三
十
問
が
「
南
山
三
観
問
」
で
あ
っ
た
。『
律
宗
問
答
』
に
は
南
山
三
観
問
に
対
し
て
、
四
名
三
種
の
回
答
が
付
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さ
れ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
第
一
答
は
「
臨
安
府
不
空
教
院
了
然
律
師
」
か
ら
の
回
答
で
あ
る
。
彼
に
は
他
に
道
宣
撰
『
釈
門
帰
敬
儀
』
の

注
釈
書
で
あ
る
『
釈
門
帰
敬
儀
通
真
記
』
三
巻
（『
続
蔵
』
五
九
所
収
）
の
著
作
が
あ
っ
て
、
現
在
に
伝
わ
る
。
第
二
答
は
「
会
稽
極
楽
院
智

瑞
律
師
」
か
ら
の
回
答
で
あ
る
。
俊
芿
の
伝
記
で
あ
る
『
不
可
棄
法
師
伝
』
に
は
、
智
瑞
が
俊
芿
の
帰
国
に
あ
た
っ
て
、
画
工
に
彼
の
肖
像

を
描
か
せ
て
讃
を
入
れ
、
祖
堂
に
安
置
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る(43)。
第
三
答
は
「
芝
嵓
淨
懐
」
と
「
淨
梵
妙
音
律
師
」
の
二
人
か
ら
の

回
答
で
あ
る
。
彼
ら
は
『
不
可
棄
法
師
伝
』
に
は
「
同
府
（
＝
臨
安
府
）
無
相
芝
巌
蘭
若
淨
懐
」「
同
府
（
＝
臨
安
府
）
淨
梵
院
妙
音
」
と
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

『
律
宗
問
答
』
に
掲
載
さ
れ
る
俊
芿
か
ら
の
第
十
四
問
は
、
上
記
に
紹
介
し
た
元
照
『
資
持
記
』
に
記
さ
れ
る
湛
然
の
批
判
へ
の
回
答
内

容
に
つ
い
て
の
質
問
で
、
道
宣
が
主
張
す
る
南
山
三
観
の
う
ち
の
第
三
唯
識
観
が
凡
夫
の
た
め
の
懺
悔
法
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
典
拠
と
な
る
経
文
は
何
か
を
問
う
て
い
る
。

問
う
。『
行
事
鈔
』
で
は
『
摂
大
乗
論
釈
』
を
引
用
し
て
、﹇
南
山
三
観
の
う
ち
の
第
三
﹈
唯
識
観
の
証
明
と
し
て
い
る
。﹇
し
か
し
﹈

荊
渓
湛
然
は
﹇
こ
れ
に
対
し
て
﹈「﹇
懺
法
を
行
な
う
者
の
﹈
位
次
を
非
常
に
高
く
設
定
し
て
い
る
（
＝
判
位
大
高
）」
と
言
っ
て
斥
け
た

〈
彼
の
論
（
＝
『
摂
大
乗
論
釈
』
ヵ
：
典
拠
み
つ
か
ら
ず
）
に
は
「
廻
心
向
大
の
後
の
心
に
て
修
す
べ
き
で
あ
る
（
＝
𢌞
向
後
心
方
修
）」
と

あ
る
か
ら
で
あ
る
〉。﹇
元
照
の
﹈『
資
持
記
』
で
は
、﹇
湛
然
か
ら
の
批
難
か
ら
道
宣
義
を
﹈
救
お
う
と
し
て
「
あ
え
て
深
い
境
地
に
つ

い
て
述
べ
て
、
深
妙
の
真
理
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
＝
特
挙
深
位
、
以
彰
理
妙
）」
と
言
う
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
ま
さ
し
く

下
凡
の
た
め
に
﹇
南
山
三
観
の
う
ち
の
第
三
﹈
唯
識
観
が
説
か
れ
た
と
す
る
﹇
証
﹈
文
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

問
。『
鈔
』
引
『
摂
論
』、
証
唯
識
観
。
荊
渓
斥
云
「
判
位
大
高
」〈
以
彼
『
論
』
唯
識
観
、「
廻
向
後
心
方
修
」
故
〉。『
資
持
』
救
云
「
特
挙
深
位
、

以
彰
理
妙
」。
若
爾
、
正
為
下
凡
、
説
唯
識
観
之
文
、
出
在
何
処
。（『
続
蔵
』
五
九
、
七
一
〇
頁
下
）

こ
れ
に
対
す
る
了
然
に
よ
る
第
一
答
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

答
え
る
。
我
が
南
山
宗
の
三
観
は
、
ま
さ
し
く
初
心
者
の
為
の
事
理
の
懺
法
で
あ
る
。﹇
三
観
﹈
い
ず
れ
も
天
台
宗
と
儀
範
（
＝
行
儀
）

は
異
な
ら
な
い
。
事
懺
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、（
中
略
：『
帰
敬
儀
』
な
ど
の
文
を
紹
介
）〈
こ
れ
は
﹇
天
台
に
お
け
る
﹈
法
華
懺
法
な
ど
と
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同
じ
で
あ
る
〉。『
帰
敬
儀
』
の
文
に
は
続
け
て
「
斯
く
並
び
に
性
は
色
心
を
絶
し
、
形
は
識
有
に
非
ず
」
と
あ
る
〈
こ
れ
は
（
中
略
：

『
帰
敬
儀
』
の
文
の
意
味
を
説
明
）
礼
拝
す
る
者
も
そ
の
対
象
も
、
そ
の
本
質
は
空
寂
で
あ
る
、
な
ど
と
﹇
観
想
す
る
天
台
の
﹈
理
観
と

同
じ
で
あ
る
〉。
理
観
を
立
て
る
と
い
う
の
は
、
具
体
的
に
は
﹇
南
山
三
観
の
う
ち
第
三
﹈
唯
識
観
の
一
観
だ
け
を
言
う
。
真
諦
と
俗

諦
を
並
び
観
じ
（
＝
真
俗
並
観
）、
始
終
円
満
に
解
釈
す
る
﹇
こ
と
を
唯
識
観
と
い
う
﹈。『
帰
敬
儀
』
に
は
「
発
心
に
し
て
畢
竟
、
初
後

の
心
は
斉
し
。
唯
識
は
四
位
・
凡
聖
に
通
じ
て
学
ぶ
。
今
則
ち
凡
に
在
り
て
学
ば
ざ
れ
ば
、
安
ん
ぞ
克
聖
の
期
有
ら
ん
や
。
故
に
須
ら

く
並
観
を
発
足
す
べ
し
。
修
す
れ
ば
自
然
に
位
聖
な
る
を
明
ら
か
に
す
」
等
と
言
う
〈
も
っ
と
文
章
は
続
く
が
、
繁
雑
に
な
る
の
を
避

け
て
引
用
し
な
い
〉。
凡
夫
の
初
心
時
に
円
満
に
唯
識
観
を
修
し
、
仏
果
を
志
し
求
め
る
、
こ
の
よ
う
な
人
を
「
大
菩
薩
」
と
名
づ
け

る
の
で
あ
る
。
こ
の
行
は
仏
果
の
証
行
の
た
め
に
説
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
行
が
偉
大
（
＝
行
大
）
だ
か
ら
﹇「
大
菩
薩
」
と
い

う
の
﹈
で
あ
っ
て
、﹇
修
す
﹈
位
次
が
高
い
（
＝
位
大
）
わ
け
で
は
な
い
。
彼
の
論
（
＝
『
摂
大
乗
論
釈
』
ヵ
）
に
は
「
廻
心
向
大
の
後
の

心
に
て
唯
識
﹇
観
﹈
を
修
す
べ
き
で
あ
る
（
＝
廻
向
後
心
方
修
）」
と
あ
る
が
、
し
か
し
﹇
同
じ
く
﹈
彼
の
論
（
＝
『
摂
大
乗
論
釈(44)』）
中

に
は
「
願
楽
地
か
ら
究
竟
位
に
至
る
ま
で
﹇
真
諦
・
俗
諦
を
﹈
並
び
﹇
観
じ
る
﹈
唯
識
観
を
修
す
（
＝
従
願
楽
地
、
至
究
竟
位
、
並
観
唯

識
）」
と
も
い
う
。
願
楽
地
と
は
、
資
糧
位
と
加
行
位
の
二
位
を
総
じ
て
言
う
の
で
あ
る
。
十
回
向
﹇
位
﹈
で
こ
れ
を
修
す
な
ど
と
い

う
文
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
多
く
の
師
は
地
上
﹇
位
の
者
﹈
を
大
菩
薩
と
言
う
し
、
我
が
南
山
宗
で
も
﹇
初
﹈
地
に
登
る
こ
と
を

「
向
大
」
と
言
う
。
だ
か
ら
荊
渓
湛
然
か
ら
「﹇
懺
法
を
行
な
う
者
の
﹈
位
次
を
非
常
に
高
く
設
定
し
て
い
る
（
＝
判
位
大
高
）」
と
い
う

謗
り
が
あ
る
の
は
、
南
山
宗
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
大
菩
薩
」
が
ま
さ
し
く
唯
識
観
を
修
す
者
を
指
す
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た

﹇
た
め
で
あ
ろ
う
﹈。
前
の
﹇
第
一
﹈
相
空
観
が
小
乗
に
所
属
す
る
の
に
対
し
て
「
大
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
﹇
元

照
の
﹈『
資
持
記
』
に
「
あ
え
て
深
い
境
地
に
つ
い
て
述
べ
て
、
深
妙
の
真
理
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
＝
特
挙
深
位
、
以
彰
理
妙
）」
と

言
っ
て
い
る
の
は
、
誤
解
を
免
れ
な
い
﹇
発
言
で
あ
る
﹈。

答
。
吾
宗
三
観
、
正
為
始
心
、
事
理
二
懺
。
並
与
天
台
、
儀
範
無
別
。
如
明
事
懺
、（
中
略
）〈
此
与
法
華
懺
等
是
同
〉。『
儀
』
文
続
云
「
斯
並
性
絶

色
心
、
形
非
識
有
」〈
此
（
中
略
）
能
礼
・
所
礼
性
空
寂
等
、
理
観
同
也
〉。
如
立
理
観
、
具
以
唯
識
一
観
言
之
。
真
俗
並
観
、
始
終
円
解
。『
帰
敬
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儀
』
云
「
発
心
畢
竟
、
初
後
心
斉
。
唯
識
四
位
、
凡
聖
通
学
。
今
則
在
凡
不
学
。
安
有
克
聖
之
期
。
故
須
発
足
並
観
。
修
明
自
然
位
聖
」
等
〈
広
有

記
文
、
避
繁
不
引
〉。
是
凡
夫
初
心
、
円
観
唯
識
。
志
求
仏
果
、
即
名
此
人
、
為
大
菩
薩
。
即
説
此
行
為
仏
果
証
行
、
是
行
大
非
位
大
也
。
雖
謂
彼
論

「
迴
向
後
心
、
方
修
唯
識
」
者
、
然
彼
論
中
「
従
願
楽
地
、
至
究
竟
位
、
並
観
唯
識
」。
願
楽
地
者
、
総
摂
資
・
加
二
位
。
未
聞
十
向
方
修
之
文
品
縁
。

諸
家
多
説
、
地
上
為
大
菩
薩
。
今
家
向
大
名
、
謂
是
登
地
。
故
便
荊
渓
有
「
判
位
大
高
」
之
斥
、
殊
不
知
、
今
家
所
謂
大
菩
薩
者
、
葢
指
乎
修
唯
識

者
。
対
前
相
空
属
小
、
故
称
大
。
爾
『
資
持
』
及
謂
「
特
挙
深
位
、
以
彰
理
妙
」
者
、
未
免
将
錯
就
錯
也
。（『
続
蔵
』
五
九
、
七
一
〇
頁
下
）

了
然
の
主
張
の
う
ち
最
も
特
徴
的
な
の
は
、「
南
山
宗
の
三
観
は
ま
さ
し
く
初
心
者
の
為
の
事
理
の
懺
法
で
あ
り
、
三
観
い
ず
れ
も
天
台

宗
の
懺
悔
法
と
儀
範
は
異
な
ら
な
い
」
と
い
っ
て
、
南
山
三
観
と
天
台
三
観
を
同
一
視
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
う
ち
の
第
三
唯
識

観
は
、
真
諦
と
俗
諦
を
並
び
観
察
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
道
宣
著
作
の
『
釈
門
帰
敬
儀
』
の
文
を
典
拠
と
し
て
、
南
山
三
観
が
凡

夫
の
初
心
時
に
お
い
て
修
す
懺
悔
法
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
第
三
唯
識
観
は
、
道
宣
『
行
事
鈔
』
に
お
い
て
「
大
菩
薩
」
の
修
す
べ

き
懺
悔
法
と
記
さ
れ
て
い
た
が
、
了
然
は
こ
の
「
大
菩
薩
」
の
「
大
」
と
は
、
行
が
偉
大
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
唯
識
観
を
修
し
て
仏
果
を

志
し
求
め
る
人
を
「
大
菩
薩
」
と
名
づ
け
る
の
で
あ
っ
て
、
菩
薩
と
し
て
の
階
位
を
指
す
も
の
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、

元
照
が
『
資
持
記
』
で
「
特
挙
深
位﹅

、
以
彰
理
妙
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
誤
解
を
免
れ
な
い
失
言
（
＝
未
免
将
錯
就
錯
）
で
あ
る
と
言
い
、

中
興
の
祖
で
あ
る
元
照
に
よ
る
注
釈
を
批
判
し
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。

同
様
の
元
照
批
判
は
、
智
瑞
に
よ
る
第
二
答
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

答
え
。﹇
ま
ず
﹈
先
に
荊
渓
湛
然
が
こ
の
﹇
南
山
三
観
の
本
来
的
な
解
釈
﹈
を
誤
っ
て
﹇
批
判
し
﹈、
後
に
﹇
元
照
の
﹈『
資
持
記
』﹇
の

解
釈
﹈
が
﹇
さ
ら
に
﹈
誤
っ
て
、
道
宣
の
宗
旨
で
あ
る
﹇
第
三
﹈
唯
識
妙
観
を
屈
折
さ
せ
、
荊
渓
湛
然
の
誤
っ
た
﹇
道
宣
﹈
批
判
を
助

け
て
し
ま
っ
た
。『
資
持
記
』
を
書
い
た
元
照
に
過
失
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。﹇『
資
持
記
』
を
﹈
つ
ら
つ
ら
と
熟
読
す
れ

ば
﹇
や
は
り
﹈「
判
位
大
高
」
と
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
受
け
取
れ
る
﹇
の
だ
か
ら
、
元
照
に
は
過
失
が
あ
る
﹈。
我
が
祖
﹇
道
宣
﹈
は

凡
夫
が
行
な
う
と
い
う
主
旨
の
﹇
第
三
唯
識
﹈
観
を
立
て
た
の
だ
。

答
。
荊
渓
訛
之
在
前
、『
資
持
』
謬
之
於
後
。
屈
抑
祖
宗
唯
識
妙
観
、
扶
持
荊
渓
謬
破
之
義
。
無
過
『
資
持
記
』
主
。
倩
熟
読
、
弁
「
判
位
大
高
」
之
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文
方
見
。
吾
祖
立
観
被
凡
之
旨
。（『
続
蔵
』
五
九
、
七
一
〇
頁
下
〜
七
一
一
頁
上
）

こ
こ
で
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
が
、
智
瑞
は
「『
資
持
記
』
の
説
は
「
判
位
大
高
」
と
受
け
取
れ
る
」
と
批
判
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
彼

も
ま
た
了
然
と
同
じ
く
道
宣
『
行
事
鈔
』
に
説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
本
来
「
位
」
で
は
な
く
「
行
」
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と

解
釈
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
三
観
を
修
す
「
位
」
を
指
摘
し
た
湛
然
の
誤
り
を
助
け
る
よ
う
な
回
答
を
し
て
い
る
元
照

の
過
失
を
指
摘
し
、
あ
く
ま
で
南
山
三
観
は
凡
夫
が
修
す
べ
き
懺
悔
法
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

浄
懐
・
妙
音
に
よ
る
第
三
答
に
お
い
て
も
、
了
然
に
よ
る
第
一
答
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
が
示
さ
れ
る
。

答
え
る
。
ま
さ
し
く
下
凡
が
唯
識
観
を
修
す
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
摂
大
乗
論
』
に
「
唯
識
は
四
位
に
通
ず
」
と
あ
る
﹇
と
お

り
で
あ
る
﹈。
そ
も
そ
も
こ
の
四
位
﹇
に
あ
る
者
﹈
は
、
す
べ
て
唯
識
観
を
修
す
。
た
だ
彼
の
﹇『
摂
大
乗
﹈
論
』
で
は
、
初
め
﹇
の
発

心
時
﹈
と
後
﹇
の
行
位
が
進
ん
だ
段
階
﹈
と
で
は
、
修
さ
れ
る
﹇
観
法
に
﹈
浅
深
の
違
い
が
あ
る
﹇
と
説
か
れ
て
い
る
﹈。
見
道
以
降

に
は
真
の
唯
識
観
を
修
す
﹇
こ
と
が
で
き
﹈、
こ
の
位
以
前
で
は
影
像
の
唯
識
観
を
修
す
。
た
だ
し
﹇
こ
れ
は
﹈
道
宣
が
立
て
た
「
初

後
円
修
（
初
心
時
に
も
仏
果
時
に
も
ま
ど
か
に
唯
識
観
を
修
す
）」
と
は
異
な
る
。
だ
か
ら
﹇「
初
後
円
修
」
を
述
べ
よ
う
と
し
て
﹈『
帰
敬

儀
』
に
は
「
発
心
に
し
て
畢
竟
、
初
後
の
心
は
斉
し
。
唯
識
は
四
位
・
凡
聖
に
通
じ
て
学
ぶ
。
今
則
ち
凡
に
在
り
て
学
ば
ざ
れ
ば
、
安

ん
ぞ
克
聖
の
期
有
ら
ん
や
。
故
に
須
ら
く
並
観
を
発
足
す
べ
し
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

答
。
正
謂
下
凡
説
唯
識
観
者
、『
摂
論
』
云
「
唯
識
通
四
位
」。
蓋
此
四
位
、
皆
修
唯
識
。
但
彼
論
中
、
初
後
所
修
、
浅
深
有
異
。
以
見
道
已
去
、
修

真
唯
識
。
此
位
以
前
、
修
影
像
唯
識
。
但
不
同
今
家
所
立
「
初
後
円
修
」。
故
『
帰
敬
儀
』
云
「
発
心
畢
竟
、
初
後
心
斉
。
唯
識
四
位
・
凡
聖
通
学
。

今
則
在
凡
不
学
。
安
有
克
聖
之
期
。
故
須
発
足
並
観
」。（『
続
蔵
』
五
九
、
七
一
一
頁
上
）

第
三
答
で
は
、
道
宣
が
典
拠
と
し
て
出
し
て
い
た
『
摂
大
乗
論
』
の
「
唯
識
通
四
位
」
の
文
を
出
し
て
、
初
心
の
凡
夫
で
あ
っ
て
も
第
三

唯
識
観
を
修
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、
さ
ら
に
道
宣
著
作
の
『
釈
門
帰
敬
儀
』
の
文
を
典
拠
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
階
位
に
あ

っ
て
も
真
俗
並
観
で
あ
る
第
三
唯
識
観
を
円
満
に
修
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
浄
懐
と
妙
音
は
、
上
記
の
二
答
の
よ
う

に
元
照
批
判
に
は
至
ら
ず
、
元
照
の
解
釈
の
ま
ま
に
「
位
」
に
基
づ
い
た
見
解
を
出
し
て
い
る
点
で
特
徴
的
で
あ
る
。
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以
上
の
三
答
は
、
と
も
に
道
宣
の
主
張
す
る
第
三
唯
識
観
が
、
凡
夫
の
初
心
時
に
円
満
に
修
す
べ
き
懺
悔
法
で
あ
る
、
と
い
う
主
張
に
立

脚
し
て
お
り
、
さ
ら
に
い
え
ば
そ
れ
は
（
智
瑞
は
明
記
し
て
い
な
い
も
の
の
）「
真
俗
並
観
」
の
観
法
で
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
そ
れ
が
「
行
」

に
基
づ
く
か
「
位
」
に
基
づ
く
か
と
い
う
点
に
お
い
て
意
見
を
異
に
し
て
い
る
。「
行
」
に
基
づ
く
と
解
釈
す
る
了
然
・
智
端
が
、
自
身
の

修
行
の
階
梯
に
よ
っ
て
修
す
べ
き
観
法
を
三
段
階
に
分
け
て
提
示
し
た
も
の
と
す
る
南
山
三
観
の
古
い
解
釈
を
嫌
い
、
そ
れ
を
提
示
し
て
い

た
元
照
を
批
判
す
る
に
至
っ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。

さ
て
元
照
は
、『
資
持
記
』
に
お
い
て
道
宣
『
行
事
鈔
』「
懺
六
聚
法
」
を
注
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
、
観
法
を
「
直
爾
総
観
」
と
「
歴
事
別

観
」
に
分
類
し
て
次
の
よ
う
に
説
く
。

然
る
に
観
を
修
す
に
二
有
り
。
一
つ
に
は
直
爾
総
観
。
謂
わ
く
、
念
性
と
は
即
ち
是
れ
真
識
な
り
と
観
ず
。
其
の
体
は
清
浄
平
等
に
し

て
周
遍
し
、
諸
法
を
含
摂
し
て
出
生
無
尽
、
究
竟
一
相
、
寂
然
常
住
な
り
。
二
つ
に
は
歴
事
別
観
。
一
切
時
中
に
縁
に
随
い
て
動
念
し
、

衣
食
四
儀
、
若
善
若
悪
、
皆
な
能
く
一
識
の
流
変
な
り
と
了
知
す
。
前
の
総
観
の
若
き
は
乃
ち
彼
の
上
智
深
位
の
所
修
な
り
。
末
世
初

心
は
唯
だ
後
の
別
観
の
み
是
れ
所
機
の
教
な
り
。

然
修
観
有
二
。
一
者
直
爾
総
観
。
謂
観
念
性
即
是
真
識
。
其
体
清
浄
平
等
周
遍
含
摂
諸
法
。
出
生
無
尽
究
竟
一
相
寂
然
常
住
。
二
者
歴
事
別
観
。
一

切
時
中
随
縁
動
念
。
衣
食
四
儀
若
善
若
悪
皆
能
了
知
一
識
流
変
。
若
前
総
観
乃
彼
上
智
深
位
所
修
。
末
世
初
心
唯
後
別
観
是
所
機
教
。（
元
照
『
資
持

記
』
四
下
「
釈
懺
六
聚
法
篇
」、『
大
正
』
四
〇
、
三
五
〇
頁
下
）

元
照
の
示
す
「
直
爾
総
観
」
は
自
身
の
念
の
本
性
が
常
住
の
真
如
識
で
あ
る
と
観
念
す
る
観
法
で
あ
り
、「
歴
事
別
観
」
は
日
常
生
活
の

行
住
坐
臥
の
折
に
、
縁
に
し
た
が
っ
て
変
化
す
る
心
を
観
念
す
る
観
法
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
直
爾
総
観
」
は
「
上
智
深
位
」
の
者
が
修
す

観
法
で
あ
り
、「
末
世
初
心
」
の
者
に
は
「
歴
事
別
観
」
し
か
修
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
る
。

そ
の
上
で
元
照
は
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

若
し
乃
ち
決
し
て
自
ら
の
心
を
白も
う

せ
ば
、
妙
境
を
的
指
し
、
大
小
を
甄
別
し
、
偏
円
を
簡
練
す
。
位
の
浅
深
を
経
て
、
道
の
次
序
を
渉わ

た

る
は
、
唯
だ
天
台
の
摩
訶
止
観
の
み
、
是
れ
投
心
す
べ
し
。
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若
乃
決
白
自
心
的
指
妙
境
。
甄
別
大
小
簡
練
偏
円
。
歷
位
浅
深
涉
道
次
序
。
唯
天
台
摩
訶
止
観
是
可
投
心
。（
元
照
『
資
持
記
』
四
下
「
釈
懺
六
聚
法

篇
」、『
大
正
』
四
〇
、
三
五
一
頁
下
）

す
な
わ
ち
元
照
自
身
は
、
真
理
を
対
象
と
し
て
（
＝
的
指
妙
境
）、
大
乗
・
小
乗
を
分
類
し
、
円
教
の
み
を
選
ん
で
修
練
す
る
こ
と
を
誓
っ

て
お
り
、
仏
道
に
お
け
る
階
位
を
船
が
水
の
上
を
行
く
よ
う
に
一
足
飛
び
に
わ
た
る
行
法
と
し
て
、
智
顗
の
『
摩
訶
止
観
』
に
心
を
投
じ
る

（
＝
投
心
）
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
『
資
持
記
』
の
文
に
関
連
し
て
、
俊
芿
は
次
の
よ
う
に
問
う
て
い
る
（
第
十
八
問
）。

問
う
。
元
照
は
理
観
を
「
上
智
深
位
の
所
用
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
多
く
の
大
乗
の
経
論
や
智
顗
『
摩
訶
止

観
』
に
説
く
真
実
真
理
の
理
観
は
、
末
世
の
下
凡
に
は
無
用
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。﹇
ま
た
﹈
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
元
照

は
ど
う
し
て
「
妙
境
を
的
指
」
す
る
﹇
観
法
が
説
か
れ
て
い
る
﹈
の
が
「
唯
だ
天
台
の
『﹇
摩
訶
﹈
止
観
』
の
み
」
と
﹇
言
う
の
で
あ

ろ
う
か
。『
摩
訶
止
観
』
に
説
か
れ
る
理
観
は
凡
夫
の
た
め
に
説
か
れ
た
観
法
で
あ
る
﹈。
こ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
だ
ろ
う
か
。

問
。
記
主
以
理
観
、
対
於
「
上
智
深
位
所
用
」。
若
爾
、
諸
大
乗
経
論
、
並
天
台
摩
訶
止
観
所
説
実
理
理
観
、
則
於
末
世
下
凡
、
全
成
無
用
。
若
爾
、

記
主
、
何
故
「
的
指
妙
境
」「
唯
天
台
止
観
」、
是
何
故
心
耶
。（『
続
蔵
』
五
九
、
七
一
一
頁
中
）

俊
芿
は
元
照
『
資
持
記
』
の
矛
盾
を
突
く
問
い
を
展
開
し
て
い
る
。
元
照
は
、
先
の
『
資
持
記
』
の
文
に
お
い
て
、
真
理
を
対
象
と
し
て

行
な
う
理
観
は
、
す
ぐ
れ
た
智
慧
を
得
た
深
位
の
者
の
み
が
用
い
る
観
法
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
も
し
そ
う
で

あ
れ
ば
、
理
観
は
末
世
の
下
凡
の
者
に
は
必
要
の
な
い
観
法
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
一
方
で
『
資
持
記
』
の
別
の
箇
所
で
は
、
真

如
を
対
象
と
す
る
観
法
が
示
さ
れ
て
い
る
の
は
『
摩
訶
止
観
』
の
み
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。『
摩
訶
止
観
』
に
は
理
観
が
凡
夫
の
修
す
観

法
で
あ
る
と
紹
介
し
て
い
る
の
に
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
、
と
問
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
第
一
答
了
然
と
、
第
二
答
智
瑞
と
は
、
い
ず
れ
も
元
照
を
批
判
す
る
こ
と
に
終
始
す
る
。

〔
第
一
答
：
了
然
〕

答
え
る
。﹇
元
照
の
﹈『
資
持
記
』
で
は
理
観
を
深
位
に
配
当
し
、
事
観
を
初
心
﹇
位
﹈
に
配
当
し
て
い
る
。﹇
元
照
は
こ
の
よ
う
に
﹈
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事
観
・
理
観
を
二
分
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
真
俗
並
観
の
語
を
、
誰
が
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。﹇
い
や
誰
も
知
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
俊
芿
の
﹈
問
い
の
中
の
批
判
は
、
も
っ
と
も
妥
当
で
あ
る
。

答
。『
記
』
以
理
観
対
於
深
位
、
則
以
事
観
対
於
初
心
。
既
事
理
両
分
、
則
真
俗
並
観
之
語
、
接
於
何
人
耶
。
問
中
所
斥
、
其
理
甚
当
。（『
続
蔵
』
五

九
、
七
一
一
頁
中
）

〔
第
二
答
：
智
瑞
〕

答
え
る
。﹇
元
照
が
﹈
理
観
を
「
上
智
深
位
の
所
用
」
と
す
る
の
は
、
こ
れ
は
荊
渓
湛
然
が
﹇
道
宣
を
﹈
批
判
し
た
説
を
助
け
、
道
宣

が
開
い
た
道
（
＝
祖
道
）
を
屈
折
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。「
的
指
」「
投
心
」
の
語
な
ど
﹇
に
表
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
﹈、

『
資
持
記
』
は
、
思
う
に
祖
師
﹇
道
宣
の
意
に
は
﹈
到
達
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。『
帰
敬
儀
』
の
中
に
は
「
妙
観
」
を
用
い
る
箇

所
が
あ
る
。
だ
か
ら
﹇
そ
の
箇
所
の
﹈
語
を
使
用
す
べ
き
で
あ
る
。﹇『
帰
敬
儀
』
の
言
葉
を
使
用
せ
ず
に
、
他
で
使
用
さ
れ
る
語
を
使

用
す
る
の
は
﹈
殿
上
人
の
親
を
捨
て
て
行
き
ず
り
の
人
を
父
と
し
て
礼
拝
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

答
。
以
理
則
為
「
上
智
深
位
所
用
」、
此
則
扶
成
荊
渓
所
破
之
義
、
屈
抑
祖
道
。
若
「
的
指
」「
投
心
」
之
語
、
蓋
『
資
持
』
不
達
祖
師
。
在
『
帰
敬
』

中
、
用
妙
観
処
。
故
有
語
。
其
猶
棄
堂
上
之
親
、
拝
陌
路
為
父
。（『
続
蔵
』
五
九
、
七
一
一
頁
中
）

す
な
わ
ち
了
然
は
元
照
が
そ
も
そ
も
理
観
と
事
観
と
を
全
く
分
け
て
理
解
し
て
お
り
、
道
宣
が
説
こ
う
と
し
た
本
来
の
唯
識
観
、
つ
ま
り

理
観
と
事
観
と
を
並
び
修
す
「
真
俗
二
観
」
に
ま
で
考
え
が
及
ん
で
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
俊
芿
の
指
摘
が
妥
当
で
あ
る
と
認
め

て
い
る
。
智
瑞
も
ま
た
元
照
が
「
的
指
」「
投
心
」
な
ど
、
天
台
や
禅
で
使
用
さ
れ
る
語
を
使
用
し
て
南
山
三
観
を
説
明
し
た
た
め
に
、
か

え
っ
て
湛
然
の
批
判
を
助
け
る
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
智
瑞
は
了
然
同
様
に
道
宣
著
作
の
『
釈
門

帰
敬
儀
』
を
重
視
し
て
お
り
、
元
照
が
『
釈
門
帰
敬
儀
』
の
語
を
使
用
せ
ず
に
、
他
宗
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
語
を
使
用
し
て
南
山
三
観
を

解
釈
し
た
こ
と
に
対
し
て
、「
殿
上
人
の
親
を
捨
て
て
行
き
ず
り
の
人
を
父
と
し
て
礼
拝
す
る
よ
う
な
」
愚
行
で
あ
る
と
元
照
を
強
く
否
定

し
て
い
る
。

こ
れ
に
比
べ
て
浄
懐
・
妙
音
に
よ
る
第
三
答
は
、
元
照
を
擁
護
し
た
回
答
に
な
っ
て
い
る
点
で
、
上
記
二
答
と
は
一
線
を
画
す
。
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答
え
る
。『
資
持
記
』
に
言
う
「
上
智
」
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
凡
夫
の
機
根
に
も
利
鈍
﹇
の
区
別
﹈
が
あ
る
﹇
と
い
う
こ
と
で
あ
る
﹈。

だ
か
ら
観
法
を
修
す
に
も
事
懺
・
理
懺
が
あ
る
。
鈍
根
の
者
は
執
着
の
気
持
ち
が
大
き
い
﹇
の
で
﹈、
事
観
を
修
す
。
利
根
の
者
は
心

が
散
乱
す
る
こ
と
も
少
な
い
﹇
の
で
﹈、
理
観
を
修
す
べ
き
で
あ
る
。
深
位
に
て
理
観
を
修
す
こ
と
は
、
も
と
よ
り
言
う
ま
で
も
な
い
。

だ
か
ら
元
照
（
＝
記
家
）
が
、
特
に
深
位
を
挙
げ
る
の
は
、
下
凡
が
修
す
理
観
が
、
深
位
﹇
で
修
す
理
観
﹈
と
同
じ
で
あ
る
﹇
と
い
う

こ
と
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
﹈。﹇
理
﹈
観
が
凡
夫
の
所
修
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
ま
し
て
利
根
の
者
が
理
観
を

修
す
と
い
う
こ
と
は
、『
占
察
経
』
に
書
か
れ
て
い
る
。
元
照
（
＝
記
家
）
が
根
拠
の
な
い
推
測
を
し
た
わ
け
で
は
な
い
。『
資
持
記
』

に
天
台
の
『
摩
訶
止
観
』
を
指
示
し
て
「
投
心
せ
よ
」
と
い
う
の
は
、
律
は
制
教
で
あ
っ
て
、
種
々
の
持
犯
を
明
ら
か
に
す
る
﹇
一
方

で
﹈、
し
か
し
修
観
に
つ
い
て
は
、
そ
の
法
軌
を
具
体
的
に
挙
げ
る
余
裕
が
な
い
か
ら
、『
資
持
記
』
に
は
「
若
し
乃
ち
偏
円
を
簡
練
し
、

位
の
浅
深
を
歴
て
、
道
の
次
序
を
渉
る
に
は
、
唯
だ
天
台
の
『
摩
訶
止
観
』
の
み
、
是
れ
投
心
す
べ
し
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
さ
し

く
天
台
宗
に
お
い
て
持
犯
を
明
か
す
時
に
は
律
の
文
章
を
指
す
の
と
同
じ
で
あ
る
。

答
。『
記
』
云
、「
上
智
」
即
是
凡
夫
之
人
根
有
利
鈍
。
是
故
修
観
、
亦
有
事
理
。
其
鈍
根
者
、
染
著
情
重
、
則
修
事
観
。
其
利
根
者
、
散
乱
心
少
。

宜
修
理
観
。
深
位
修
理
、
固
不
待
言
。
而
記
家
、
特
挙
深
位
者
、
以
下
凡
夫
所
修
之
理
、
与
深
位
是
同
。
非
謂
観
不
被
凡
也
。
而
況
、
利
根
修
理
、

『
占
察
』
明
文
。
蓋
非
記
家
臆
説
也
。『
記
』
指
天
台
止
観
、「
可
投
心
」
者
、
以
律
是
制
教
、
多
明
持
犯
、
而
於
修
観
、
軌
度
不
暇
備
挙
。
故
『
記
』

云
、「
若
乃
」「
簡
練
偏
円
、
歴
位
浅
深
、
涉
道
次
序
、
唯
天
台
『
摩
訶
止
観
』、
是
可
投
心
」。
正
如
台
宗
明
持
犯
処
、
指
律
文
也
。（『
続
蔵
』
五
九
、

七
一
一
頁
中
）

つ
ま
り
浄
懐
・
妙
音
に
よ
れ
ば
、
元
照
は
あ
く
ま
で
南
山
三
観
は
凡
夫
の
た
め
の
懺
悔
法
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
凡
夫
に
も
利
鈍
の

区
別
が
あ
り
、
鈍
根
の
凡
夫
は
事
懺
、
利
根
の
凡
夫
は
理
懺
を
行
な
う
、
と
い
う
こ
と
を
言
い
た
か
っ
た
の
だ
、
と
解
釈
す
る
。
道
宣
が
あ

え
て
深
位
の
観
法
で
あ
る
理
観
に
つ
い
て
述
べ
る
の
は
、
下
凡
が
修
す
理
観
が
、
深
位
で
修
す
理
観
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で

あ
り
、
全
く
矛
盾
し
な
い
、
と
説
く
。
ま
た
『
資
持
記
』
に
『
摩
訶
止
観
』
に
「
心
を
投
ぜ
よ
」
と
述
べ
ら
れ
る
の
は
、
律
蔵
に
は
説
か
れ

る
こ
と
の
な
か
っ
た
理
観
に
つ
い
て
は
詳
細
を
『
摩
訶
止
観
』
に
譲
る
、
と
い
う
く
ら
い
の
意
味
で
あ
る
、
と
も
主
張
し
て
、
あ
く
ま
で
元
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照
の
言
説
に
矛
盾
が
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

ま
と
め

以
上
に
南
山
三
観
に
つ
い
て
の
思
想
の
変
遷
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。

南
山
三
観
は
道
宣
『
行
事
鈔
』「
懺
六
聚
法
篇
」
に
説
か
れ
た
三
種
の
観
法
を
基
準
と
す
る
が
、
天
台
宗
第
五
祖
の
湛
然
に
よ
っ
て
批
判

さ
れ
、
こ
れ
に
応
え
る
中
で
具
体
的
に
思
想
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
経
緯
を
も
つ
。

湛
然
は
智
顗
が
『
摩
訶
止
観
』
に
説
く
三
観
と
南
山
三
観
を
比
較
し
、
真
理
を
対
象
と
す
る
観
法
が
凡
夫
に
も
可
能
で
あ
る
点
で
天
台
の

三
観
が
優
位
で
あ
り
、
ま
た
有
用
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
南
山
宗
内
で
こ
の
指
摘
が
注
目
さ
れ
た
の
は
お
そ
ら
く
は
北
宋
期
に
入
っ

て
か
ら
で
、
こ
れ
に
正
面
か
ら
応
え
た
最
初
期
の
人
物
こ
そ
元
照
で
あ
る
。

元
照
が
住
し
た
西
湖
畔
の
昭
慶
寺
で
は
、
天
台
教
学
に
基
軸
を
置
く
学
僧
た
ち
に
よ
っ
て
南
山
宗
義
の
研
究
が
行
わ
れ
る
学
風
が
継
続
し

て
お
り
、
天
台
と
南
山
が
同
時
に
研
究
さ
れ
る
環
境
の
中
で
、
湛
然
か
ら
の
南
山
三
観
批
判
が
発
見
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
元
照
以

後
、
南
山
三
観
は
天
台
三
観
と
同
じ
く
凡
夫
に
よ
っ
て
修
す
こ
と
が
で
き
る
観
法
で
あ
る
と
明
確
に
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

南
宋
期
に
も
そ
の
解
釈
傾
向
は
継
続
し
た
が
、
し
か
し
こ
の
解
釈
に
よ
っ
て
、
南
山
三
観
と
天
台
三
観
と
の
線
引
き
が
怪
し
く
な
っ
て
く

る
。
こ
の
頃
に
入
宋
留
学
し
て
十
二
年
間
天
台
宗
学
と
南
山
宗
学
を
並
び
学
ん
だ
俊
芿
に
と
っ
て
は
、
両
者
の
同
異
が
大
い
に
疑
問
だ
っ
た

よ
う
で
、
南
宋
僧
に
回
覧
し
た
五
十
三
の
質
問
状
の
う
ち
、
最
初
の
三
十
問
が
「
南
山
三
観
問
」
で
あ
っ
た
。
残
り
二
十
三
問
の
回
答
が
一

名
一
答
（
智
瑞
）
し
か
な
い
こ
と
に
比
べ
、「
南
山
三
観
問
」
へ
の
回
答
が
四
名
三
答
も
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
時
期
、
南
山
三
観

に
関
す
る
関
心
が
高
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

俊
芿
の
問
い
に
は
、
湛
然
の
南
山
三
観
批
判
へ
の
反
論
と
し
て
出
さ
れ
た
元
照
の
説
に
関
す
る
も
の
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
が
、
彼
の
問

い
に
対
し
、
中
興
祖
と
さ
れ
る
元
照
に
批
判
的
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
元
照
は
こ
れ
ま
で
の
『
行
事
鈔
』
研
究
を
踏
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ま
え
て
、
南
山
三
観
を
修
す
行
位
に
着
目
し
た
意
見
を
提
出
し
て
い
た
が
、
こ
の
点
が
道
宣
の
正
鵠
を
失
っ
て
い
る
と
し
て
、
宗
内
か
ら
批

判
を
集
め
た
。

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
志
磐
編
『
仏
祖
統
紀
』
巻
二
九
（
一
二
六
九
年
成
立
）
に
は
、
允
堪
と
元
照
が
反
目
し
た
た
め
に
会
正
家
と
資

持
家
の
二
派
に
南
山
宗
が
分
裂
し
て
し
ま
っ
た
と
す
る
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
見
は
後
に
日
本
に
お
い
て
凝
然
（
一
二
四
〇
〜
一

三
二
一
）
が
盛
ん
に
喧
伝
し
た(45)た
め
、
彼
の
史
観
に
よ
っ
て
南
山
宗
は
北
宋
期
に
至
っ
て
二
宗
に
分
派
し
た
と
長
ら
く
考
え
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
近
年
蘇
瑶
崇
氏
は
、
両
者
は
出
会
っ
て
い
た
可
能
性
す
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り(46)、
さ
ら
に
岡
本
一
平
氏
は
、
中
国
で
書
か
れ

た
歴
史
の
う
ち
允
堪
と
元
照
を
対
立
的
に
記
述
す
る
の
は
実
際
に
は
『
仏
祖
統
紀
』
の
み
で
あ
り
、『
仏
祖
統
紀
』
内
の
「
資
持
家
」「
会
正

家
」
も
ま
た
学
派
や
宗
派
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
凝
然
が
両
者
を
「
宗
」
と
し
て
規
定
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
示

唆
さ
れ
て
い
る(47)。

俊
芿
帰
国
後
の
中
国
南
山
宗
で
は
、
俊
芿
に
影
響
を
受
け
た
鉄
翁
守
一
（
一
一
八
二
〜
一
二
五
四
頃
？
）
が
、
日
本
天
台
の
円
戒
思
想
を
換

骨
奪
胎
し
た
宗
義
を
提
出
し
た
た
め
、
こ
れ
を
批
判
す
る
上
翁
妙
蓮
（
一
一
八
二
〜
一
二
六
二
）
と
の
間
で
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
守
一

は
俊
芿
の
問
い
に
触
発
さ
れ
て
、
南
山
三
観
を
天
台
の
三
諦
三
観
、
一
心
三
観
と
同
一
視
し
て
解
釈
し
た
の
に
対
し
、
妙
蓮
は
南
山
三
観
は

あ
く
ま
で
懺
悔
法
と
し
て
説
か
れ
る
に
過
ぎ
な
い
と
主
張
し
て
互
い
に
争
っ
た(48)。
入
宋
し
て
妙
蓮
の
も
と
に
参
学
し
た
真
照
（
？
〜
一
二
五

四
〜
一
三
〇
二
、
入
宋
：
一
二
六
〇
〜
一
二
六
三
）
と
凝
然
は
同
門
で
あ
り
、
凝
然
は
『
律
宗
綱
要
』
下
に
、
真
照
の
師
事
し
た
妙
蓮
を
南
山
宗

の
正
統
な
継
承
者
と
す
る
【
資
料
6
】
の
よ
う
な
祖
統
説
を
展
開
し
て
い
る(49)。

凝
然
は
第
十
五
祖
元
照
の
と
き
に
第
十
三
祖
允
堪
の
会
正
家
が
資
持
家
に
刷
新
さ
れ
、
さ
ら
に
第
二
十
祖
妙
蓮
の
と
き
に
守
一
と
の
議
論

を
経
た
結
果
と
し
て
、
妙
蓮
が
正
統
派
と
し
て
残
っ
た
と
考
え
る
。
最
終
的
に
残
っ
た
上
澄
み
が
真
照
に
よ
っ
て
南
都
律
宗
に
届
け
ら
れ
、

蒙
古
が
南
宋
に
攻
め
入
っ
た
一
二
七
二
年
以
降
に
は
、
中
国
に
お
け
る
律
法
は
廃
絶
し
て
「
如
法
」
で
は
な
く
な
っ
た
と
い
う(50)。

お
そ
ら
く
凝
然
は
、
俊
芿
の
質
問
に
対
し
て
出
た
回
答
の
中
に
元
照
批
判
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
元
照
に
批
判
的
な
グ
ル
ー
プ
の
存
在

を
想
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
元
照
に
批
判
的
だ
っ
た
一
人
、
第
一
答
者
の
了
然
は
、
著
書
『
釈
門
帰
敬
儀
通
真
記
』
内
で
も
、
允
堪
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南
山
道
宣

…

（
12
）
擇
悟
（
擇
梧
）

（
15
）
元

（
16
）
智
交
（
真

相
伝
）
（
17
）
東
堂
准
一

（
16
）
道
標
（
俊

相
承
）

（
13
）
允
堪

（
18
）
竹
渓
法
政

（
19
）
石
鼓
法
久

如
庵
了
宏

俊守
一 （

20
）
上
翁
妙
蓮

湖
心
広
福
律
寺
住
持

湖
心
広
福
律
寺
住
持

（
21
）
石
林
行
居

真

（
14
）
擇
其

【資
料
6
】
凝
然
『
律
宗
綱
要
』
下
に
説
か
れ
る
南
山
宗
系
譜
（
部
分
）

が
支
持
す
る
反
時
計
回
り
の
遶
仏
説
を
継
承
し
、
元
照
説
を
排
斥
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る(51)。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
凝
然
は
元
照
と
対

立
す
る
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
「
允
堪
の
会
正
家
」
像
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
凝
然
は
同
時
代
に
勃
発
し
た
守
一
・

妙
蓮
の
論
争
経
緯
を
真
照
と
い
う
身
近
な
人
物
か
ら
聞
い
た
。
こ
の
た
め
同
様
の
対
立
関
係
を
允
堪
と
元
照
に
も
求
め
、
両
者
を
対
立
的
に

描
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
凝
然
が
同
時
代
的
に
知
り
得
た
守
一
は
、
南
山
三
観
を
天
台
三
観
と
同
一
視
し
、
南
山
三
観
こ
そ
南
山
宗
の

要
諦
と
考
え
る
ほ
ど
に
天
台
義
に
傾
倒
し
て
い
た
か
ら
、
同
様
に
元
照
と
対
立
関
係
に
あ
る
と
し
た
允
堪
と
そ
の
思
想
を
継
ぐ
者
も
ま
た
、

守
一
と
同
様
に
天
台
義
に
傾
倒
し
た
者
と
し
て
扱
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

一
方
で
泉
涌
寺
に
伝
わ
る
『
伝
律
祖
裔
図
』
に
記
さ
れ
た
系
譜
に
は
、
第
十
二
祖
「
擇
梧
律
師
」
以
降
、【
資
料
7
】
の
よ
う
な
系
譜
を

出
す
。

す
な
わ
ち
第
十
二
祖
「
擇
梧
律
師
」
か
ら
第
十
三
祖
「
允
堪
律
師
」、
第
十
四
祖
「
霊
玩
律
師
」
と
続
き
、
霊
玩
か
ら
は
「
有
因
律
師
」

へ
、「
有
因
律
師
」
か
ら
『
釈
門
帰
敬
儀
護
法
記
』
の
作
者
で
あ
る
「
彦
起
律
師
」
へ
と
次
第
し
て
相
承
を
終
え
る
。『
伝
律
祖
裔
図
』
は
明

南山三観と日本律宗
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迦
葉
尊
者

…

南
山
律
師
第
一
代

…

擇
梧
律
師
義
苑

記
主
十
二
代

允
堪
律
師
十記

主
十
三
代

霊
玩
律
師
十
四
代

有
因
律
師

彦
起
律
師
護
法

擇
其
律
師

文
捷
律
師

元

律
師
資
持
記
主

法
明
律
師

用
暉
律
師

妙
生
律
師

法
才
律
師

惟
則
律
師

元
簡
律
師

【資
料
7
】
泉
涌
寺
蔵
『
伝
律
祖
裔
図
』
に
説
か
れ
る
南
山
宗
系
譜
（
部
分
）

ら
か
に
南
山
三
観
と
い
う
観
法
を
重
視
す
る
系
譜
で
あ
り
、
ま
た
注
目
す
べ
き
こ
と
に
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
元
照
は
正
嫡
で
は
な
い
。『
伝
律

祖
裔
図
』
の
伝
来
詳
細
は
不
明
で
は
あ
る
も
の
の
、
本
資
料
が
重
要
視
さ
れ
て
現
在
に
伝
わ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
俊
芿
門
下
が
い
わ
ゆ
る

「
允
堪
の
会
正
家
」
の
相
承
を
正
統
と
奉
じ
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

凝
然
は
伝
統
あ
る
南
都
律
宗
の
義
が
天
台
義
と
混
同
さ
れ
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
失
う
こ
と
を
畏
れ
、
こ
れ
を
避
け
る
意
図
も
あ
っ
て
、

「
元
照
の
資
持
家
」「
允
堪
の
会
正
派
」
の
対
立
を
あ
え
て
煽
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
結
果
的
に
俊
芿
や
そ
の
弟
子
達
が
も
た
ら
し
た
宋
代

文
献
に
親
し
み
な
が
ら
も
、
北
京
律
と
は
一
線
を
画
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

さ
て
凝
然
は
『
律
宗
綱
要
』
に
お
い
て
、
南
山
三
観
を
法
相
・
天
台
・
華
厳
の
各
宗
に
お
け
る
教
判
論
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
以
下
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
三
観
で
も
っ
て
﹇
釈
尊
﹈
一
代
の
教
え
を
ま
と
め
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
﹇
教
え
﹈
は
﹇
こ
の
三
観
の
い
ず
れ
か
に
﹈
分
類
で
き
て
、

少
し
も
漏
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
こ
の
性
空
教
は
、
法
相
宗
の
﹇
三
時
教
判
の
う
ち
﹈
初
時
に
あ
た
る
部
派
仏
教
に
、
天
台
宗
の
﹇
五

時
八
教
判
の
う
ち
﹈
蔵
教
に
、
華
厳
宗
の
﹇
五
教
判
﹈
の
う
ち
愚
法
小
乗
教
に
あ
た
る
。
こ
の
相
空
教
は
、
法
相
宗
の
第
二
時
の
空
教
、
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天
台
宗
の
通
教
、
華
厳
宗
の
始
教
に
あ
た
る
。﹇
す
な
わ
ち
﹈
大
乗
教
の
空
門
に
あ
た
り
、
有
門
も
兼
ね
て
お
さ
め
る
の
で
あ
る
。
こ

の
唯
識
教
は
、
法
相
宗
の
第
三
時
の
中
道
応
理
教
に
、
天
台
宗
の
別
教
・
円
教
の
二
教
に
、
華
厳
宗
の
終
教
・
頓
教
・
円
教
の
三
教
に

あ
た
る
。

以
此
三
観
摂
一
代
教
。
皆
往
判
断
。
尠
無
所
遺
。
此
性
空
教
即
当
法
相
初
時
多
分
教
。
天
台
蔵
教
。
華
厳
愚
法
小
乗
教
也
。
此
相
空
教
即
当
法
相
第

二
時
空
教
。
天
台
通
教
。
華
厳
始
教
。
大
乗
空
門
兼
摂
有
門
。
此
唯
識
教
即
当
法
相
第
三
時
中
道
応
理
。
天
台
別
円
二
教
。
華
厳
終
頓
円
三
教
也

（
凝
然
『
律
宗
綱
要
』『
大
正
』
七
四
、
一
〇
頁
上
）

つ
ま
り
凝
然
は
、
南
山
三
観
に
日
本
に
以
前
か
ら
あ
る
宗
旨
の
教
判
論
を
合
揉
さ
せ
て
、
他
の
宗
旨
の
教
判
を
す
べ
て
お
さ
め
つ
く
す
律

宗
の
教
判
論
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
あ
ら
ゆ
る
教
え
を
お
さ
め
つ
く
す
普
遍
的
な
教
え
と
し
て
律
宗
義
を
再
生
産
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
律
宗
に
お
い
て
南
山
三
観
は
、
懺
悔
の
た
め
の
観
法
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
教
判
論
と
し
て
の
側
面
を
も
つ
概
念

と
し
て
定
着
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る(52)。

本
研
究
は
JSPS
科
学
研
究
費
16K
21497の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

【
図
版
】

資
料
3

西
湖
周
辺
地
図
：
Google
m
ap
よ
り
加
工
し
て
掲
載

資
料
4

西
湖
図
（『
咸
淳
臨
安
志
』）：
嶋
田
英
誠
・
中
澤
富
士
雄
編
﹇
二
〇
〇
〇
﹈『
世
界
美
術
大
全
集
東
洋
編
6

南
宋
・
金
』
小
学
館
、
四
四
六
頁
よ
り

加
工
し
て
掲
載
。

【
参
考
文
献
】

《
使
用
テ
キ
ス
ト
の
略
号
》

『
続
蔵
』
…
『
卍
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
五
年

『
仏
全
』
…
『
大
日
本
仏
教
全
書
』、
名
著
普
及
会
、
一
九
八
〇
年
覆
刻
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『
大
正
』
…
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』、
大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
、
一
九
八
八
〜
一
九
九
一
年
普
及
版

（
清
）
呉
樹
虚
纂
修
・
曹
中
孚
標
点
・
徐
吉
軍
審
訂
﹇
二
〇
〇
七
﹈『
大
照
慶
律
寺
志
』、
杭
州
出
版
社

安
藤
俊
雄
﹇
一
九
五
九
﹈『
天
台
思
想
史
』
法
藏
館

池
田
魯
参
﹇
一
九
九
九
﹈「
道
元
禅
師
入
宋
時
代
の
中
国
天
台
」『
駒
沢
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
一
〇

稲
城
信
子
﹇
二
〇
〇
四
﹈『
日
本
に
お
け
る
戒
律
伝
播
の
研
究
』
平
成
一
三
〜
一
五
年
度
科
学
研
究
補
助
金
〔
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
2
）〕
研
究
成
果
報
告
書

大
谷
由
香
﹇
二
〇
一
八
﹈「
日
宋
交
流
と
鎌
倉
期
律
宗
義
の
形
成
」『
智
山
学
報
』
六
七

大
谷
由
香
﹇
二
〇
一
九
﹈「
南
宋
代
南
山
宗
義
論
争
の
経
緯
と
論
点
」『
仏
教
の
心
と
文
化
』
坂
本
廣
博
博
士
喜
寿
記
念
論
文
集

岡
本
一
平
﹇
一
九
九
九
﹈「
北
宋
代
の
律
宗
に
お
け
る
会
正
家
と
資
持
家
に
つ
い
て
」『
駒
沢
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
一
〇

岡
本
一
平
﹇
二
〇
一
四
﹈「
凝
然
の
南
山
道
宣
論

『
南
山
教
義
章
』
巻
第
三
〇
を
中
心
に
し
て

」『
金
沢
文
庫
研
究
』
三
三
二

佐
藤
成
順
﹇
二
〇
〇
一
﹈『
宋
代
仏
教
の
研
究
：
元
照
の
浄
土
教
』、
山
喜
房
佛
書
林

蘇
瑶
崇
﹇
一
九
九
七
﹈「
南
山
律
宗
の
祖
承
説
と
法
系
説
」『
仏
教
史
学
研
究
』
三
九

二

徳
田
明
本
﹇
一
九
六
九
﹈『
律
宗
概
論
』
百
華
苑

徳
田
明
本
﹇
一
九
七
四
﹈『
律
宗
文
献
目
録
』
百
華
苑

西
山
明
範
﹇
二
〇
一
七
﹈「
道
宣
の
教
相
判
釈
」『
仏
教
学
研
究
』
七
三

村
中
祐
生
﹇
一
九
八
二
﹈「
芝
苑
に
お
け
る
律
儀
と
浄
業
」『
天
台
学
報
』
四
二

村
中
祐
生
﹇
一
九
八
五
﹈「
天
台
三
観
と
南
山
三
観

南
山
教
観
思
想
の
形
成
を
中
心
と
し
て

」『
壬
生
台
舜
博
士
頌
寿
記
念

仏
教
の
歴
史
と
思
想
』

山
本
元
隆
﹇
二
〇
〇
六
﹈「『
四
分
律
行
事
鈔
資
持
記
』
に
お
け
る
『
四
分
律
行
事
鈔
会
正
記
』
批
判
」『
曹
洞
宗
研
究
員
紀
要
』
三
六

山
本
元
隆
﹇
二
〇
〇
七
﹈「
宋
代
南
山
律
宗
に
お
け
る
「
遶
仏
左
右
」
の
問
題
に
つ
い
て
」『
曹
洞
宗
研
究
員
紀
要
』
三
七

註(1
)
『
大
正
』
七
四
、
八
頁
下
。

(2
)
岡
本
一
平
﹇
二
〇
一
四
﹈。

(3
)
本
稿
に
お
い
て
は
基
本
的
に
原
文
に
加
え
現
代
語
訳
を
示
す
が
、
祖
師
的
な
立
場
の
者
の
文
言
の
う
ち
、
後
世
に
意
義
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
諸
師
の
見
解

が
分
か
れ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
原
文
と
書
き
下
し
文
を
示
す
。

(4
)
大
野
法
道
氏
に
よ
る
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
の
解
説
に
よ
る
。
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(5
)
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』、
徳
田
明
本
﹇
一
九
七
四
﹈、
稲
城
信
子
﹇
二
〇
〇
四
﹈、
義
天
録
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』（『
大
正
』
五
五
所
収
、
本
稿
で
は

「
義
天
録
」
と
略
し
て
掲
載
）
を
参
照
の
上
作
成
。

(6
)
な
お
唐
代
に
は
、
光
勝
『
四
分
律
随
機
羯
磨
記
』
二
巻
（
欠
。
義
天
録
二
に
記
載
）、
暁
法
師
『
四
分
羯
磨
疏
』
四
巻
（
欠
。『
東
域
伝
灯
目
録
』
下
に

記
載
）、
円
勝
『
四
分
律
羯
磨
記
』
二
巻
（
欠
。『
東
域
伝
灯
目
録
』
下
に
記
載
）、
智
明
『
四
分
律
羯
磨
記
』
一
巻
（
欠
。
義
天
録
二
に
記
載
）、
玄
儼

『
羯
磨
述
章
』
三
巻
（
欠
。『
律
苑
僧
宝
伝
』
五
に
記
載
）、
新
羅
憬
興
『
四
分
律
羯
磨
記
』
巻
数
不
明
（
欠
。
義
天
録
二
に
記
載
）、
同
『
四
分
律
羯
磨

記
』
一
巻
（
欠
。
義
天
録
二
に
記
載
）
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
タ
イ
ト
ル
か
ら
四
分
律
の
羯
磨
に
つ
い
て
の
注
疏
と
み
ら
れ
、
道
宣
著
作
の

『
業
疏
』
の
注
疏
で
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
戸
次
顕
彰
氏
よ
り
ご
教
示
を
受
け
た
。

(7
)
『
芝
苑
遺
編
』
巻
之
下
に
、
南
山
宗
祖
承
説
の
様
々
な
意
見
に
つ
い
て
述
べ
る
中
、
第
一
に
「
普
寧
律
師
〈
法
明
〉」
の
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
お
そ

ら
く
こ
の
「
法
明
」
で
あ
ろ
う
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
彼
は
仁
岳
の
師
で
あ
る
擇
梧
の
師
に
あ
た
る
。

(8
)
義
天
録
に
は
、
道
宣
著
作
の
『
四
分
律
拾
律
毘
尼
義
鈔
』
か
と
思
わ
れ
る
「
拾
毘
尼
要
三
巻
」
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。

資
持
記
主
以
為
南
山
所
撰
。
近
勘
此
方
古
本
云
憬
興
述
。
興
是
唐
初
海
東
之
人
。
広
有
著
述
（『
大
正
』
五
五
、
一
一
七
三
頁
下
）。

す
な
わ
ち
元
照
（
資
持
記
主
）
は
南
山
道
宣
の
著
作
と
す
る
が
、
高
麗
（
此
方
）
の
古
本
に
よ
れ
ば
、
新
羅
の
憬
興
の
著
作
と
伝
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ

る
。
一
方
、
注
疏
を
書
い
た
允
堪
は
道
宣
真
撰
説
を
採
る
（
岡
本
一
平
﹇
一
九
九
九
﹈）。

(9
)
『
続
蔵
』
四
三
、
四
五
八
頁
中
〜
四
五
九
頁
上
。

(10
)
『
続
蔵
』
四
二
、
九
六
一
頁
上
〜
下
。

(11
)
例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
文
が
上
記
『
行
事
鈔
』
の
文
と
同
義
で
あ
る
と
し
て
注
疏
内
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。

理
を
観
ず
中
に
就
い
て
、【
性
空
観
】
小
乗
の
極
処
は
、
人
法
の
二
観
を
、
我
に
対
し
て
観
柝
す
。
唯
だ
是
れ
塵
な
り
と
見
れ
ば
、
陰
に
対
し
て
こ

れ
を
求
め
る
に
、
但
だ
唯
だ
名
色
の
み
。
人
を
求
め
法
を
求
め
る
に
、
了
に
得
る
べ
か
ら
ず
、
是
れ
を
空
と
為
す
な
り
。【
相
空
観
】
大
乗
の
極
処

は
、
空
識
を
本
と
為
す
。
初
め
は
浅
滞
教
、
謂
く
境
は
是
れ
空
な
り
。
了
し
て
境
は
本
と
性
唯
識
に
非
ざ
る
な
り
。
略
し
て
観
門
を
挙
ぐ
。
行
体
は

別
の
如
し
。

就
観
理
中
、
小
乗
極
処
、
人
法
二
観
、
対
我
観
柝
、
唯
見
是
塵
、
対
陰
求
之
、
但
唯
名
色
、
求
人
求
法
、
了
不
可
得
、
是
為
空
也
。
大
乗
極
処
、
空
識
為
本
、

初
浅
滞
教
、
謂
境
是
空
、
了
境
本
非
性
唯
識
也
、
略
挙
観
門
、
行
体
如
別
。（『
業
疏
』「
懺
六
聚
法
篇
」（
六
四
八
年
成
立
）、『
続
蔵
』
四
一
（
元
照
『
済
縁

記
』
に
引
用
）、
三
六
六
頁
中
〜
下
）。

六
に
出
家
し
て
聖
道
行
を
行
ず
る
を
明
か
す
と
は
、
但
だ
出
聖
の
道
は
無
始
よ
り
未
だ
曾
て
あ
ら
ざ
る
は
、
皆
世
に
著
す
る
の
慣
習
捨
て
難
き
に
由

る
。
今
既
に
俗
を
抜
け
、
必
ず
聖
業
を
行
ず
べ
し
。
経
中
に
乃
ち
多
し
、
要
を
も
っ
て
三
位
を
分
た
ん
。【
性
空
観
】
一
に
は
小
乗
人
の
行
、
事
の

生
滅
を
観
じ
て
、
我
人
善
悪
等
の
性
無
し
と
知
る
。【
相
空
観
】
二
に
は
小
菩
薩
の
行
、
事
の
生
滅
を
観
じ
て
、
我
人
善
悪
等
の
相
無
し
と
知
る
。
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【
唯
識
観
】
三
に
大
菩
薩
の
行
、
事
は
是
れ
心
な
り
と
観
じ
、
意
言
分
別
す
。
故
に
『
摂
論
』
に
云
う
、「
願
楽
位
従
り
究
竟
位
に
至
る
を
観
中
と
名

づ
く
。
意
言
の
分
別
を
縁
じ
て
境
と
為
せ
ば
な
り
。
此
れ
を
離
れ
て
別
の
余
法
無
し
。

六
明
出
家
行
聖
道
行
。
但
出
聖
道
無
始
未
曾
。
皆
由
著
世
慣
習
難
捨
。
今
既
抜
俗
必
行
聖
業
。
経
中
乃
多
要
分
三
位
。
一
者
小
乗
人
行
。
観
事
生
滅
知
無
我

人
善
悪
等
性
。
二
小
菩
薩
行
。
観
事
生
滅
知
無
我
人
善
悪
等
相
。
三
大
菩
薩
行
。
観
事
是
心
意
言
分
別
。
故
摂
論
云
。
従
願
楽
位
至
究
竟
位
名
観
中
。
縁
意

言
分
別
為
境
。
離
此
無
別
余
法
。（『
行
事
鈔
』
巻
下
四
「
沙
弥
別
行
篇
」、『
大
正
』
四
〇
、
一
四
九
頁
上
、
ま
た
『
業
疏
』「
諸
戒
受
法
篇
」、『
続
蔵
』
四
一

〈
元
照
『
済
縁
記
』
に
引
用
〉、
一
九
八
頁
下
〜
一
九
九
頁
上
も
ほ
ぼ
同
文
）。

(12
)
「
南
山
三
観
」
の
呼
称
は
、
管
見
の
限
り
、
俊
芿
が
南
宋
僧
に
回
覧
し
た
三
十
問
の
総
称
と
し
て
「
南
山
三
観
問
」
と
出
る
の
が
初
出
で
あ
る
。

(13
)
な
お
上
記
の
湛
然
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
か
ら
の
引
文
の
翻
訳
に
あ
た
っ
て
、
村
上
明
也
氏
か
ら
ご
教
示
を
受
け
た
。

(14
)
此
是
大
乗
位
中
小
菩
薩
。
修
相
空
観
。
大
乗
五
位
中
、
是
加
行
位
也
（『
続
蔵
』
四
三
、
三
八
二
頁
中
）。

(15
)
是
大
菩
薩
等
者
。
従
初
地
至
十
地
。
総
名
大
菩
薩
（『
続
蔵
』
四
三
、
三
八
二
頁
中
下
）。

(16
)
な
お
湛
然
と
同
時
代
の
唐
・
志
鴻
『
四
分
律
鈔
捜
玄
録
』
は
「
懺
六
聚
法
篇
」
が
欠
け
て
お
り
、
確
認
で
き
な
い
。

(17
)
大
菩
薩
者
初
地
已
去
也
。
故
下
引
証
。
彼
以
五
十
二
位
総
為
四
位
。『
論
』
云
。「
一
切
法
以
識
為
相
真
如
為
境
〈
境
即
是
体
〉。
依
此
境
界
随
心
信
楽

入
信
楽
位
〈
此
収
加
行
十
信
十
住
十
行
十
迴
向
四
十
位
〉。
如
理
通
達
得
入
見
位
〈
即
初
地
也
〉。
能
対
治
一
切
障
得
入
修
位
〈
二
地
至
七
地
〉。
出
離
障

垢
得
入
究
竟
位
〈
八
地
至
仏
地
〉」。
初
位
所
修
名
影
像
唯
識
。
後
三
所
修
名
真
唯
識
〈
有
人
将
前
小
菩
薩
対
加
行
者
。
不
知
観
行
不
同
也
〉。（
元
照
『
資

持
記
』
四
下
「
釈
懺
六
聚
法
篇
」、『
大
正
』
四
〇
、
三
五
一
頁
上
）。

(18
)
『
続
蔵
』
四
四
、
三
〇
四
頁
下
〜
三
〇
五
頁
上
。

(19
)
「
大
昭
慶
律
寺
志
」（『
中
国
仏
寺
史
志
彙
刊
』
一
六
）
に
よ
っ
て
作
成
。
な
お
（
清
）
呉
樹
虚
纂
修
・
曹
中
孚
標
点
・
徐
吉
軍
審
訂
﹇
二
〇
〇
七
﹈、
村

中
祐
生
﹇
一
九
八
二
﹈、
岡
本
一
平
﹇
一
九
九
九
﹈、
佐
藤
成
順
﹇
二
〇
〇
一
﹈
参
照
。

(20
)
『
咸
淳
臨
安
志
』
七
九
「
寺
観
五
」
に
は
、
乾
徳
五
年
（
九
六
七
）
建
立
と
さ
れ
る
。

(21
)
『
楽
邦
文
類
』
巻
三
（『
大
正
』
四
七
、
一
九
三
頁
下
）。

(22
)
『
鐔
津
文
集
』
一
二
（『
大
正
』
五
二
、
七
一
四
頁
中
）。

(23
)
「
孤
山
円
公
。
作
師
行
業
記
並
蓮
社
碑
」『
楽
邦
文
類
』
巻
三
（『
大
正
』
四
七
、
一
九
三
頁
下
）。
な
お
智
圓
作
の
『
銭
唐
白
蓮
社
主
碑
』
は
、『
閑
居

集
』
な
ら
び
に
『
楽
邦
文
類
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

(24
)
『
釈
門
正
統
』
な
ど
に
は
「
擇
悟
」
の
名
で
掲
載
さ
れ
る
。

(25
)
村
中
祐
生
氏
は
彼
を
昭
慶
寺
僧
と
す
る
（
村
上
祐
生
﹇
一
九
八
二
﹈）
が
、
私
は
そ
の
典
拠
を
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
智
圓
は
彼
を
「
銭
唐
大
律
師
」

（『
律
鈔
義
苑
後
序
』）、「
字
元
羽
銭
唐
人
也
」（『
大
宋
銭
唐
律
徳
梧
公
講
堂
題
名
序
』）
と
は
述
べ
て
い
る
が
、
彼
が
昭
慶
寺
に
住
し
て
い
た
と
は
述
べ
て
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い
な
い
。

(26
)
『
人
天
宝
鑑
』
に
は
、「
通
行
録
」
か
ら
の
転
載
と
し
て
、「
兜
率
梧
律
師
」
の
伝
記
が
掲
載
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
擇
梧
は
最
初
普
寧
律
師
に
師
事

し
て
律
を
実
践
し
た
が
、
次
い
で
径
山
維
琳
禅
師
に
参
学
し
た
と
こ
ろ
、「
律
に
縛
ら
れ
て
息
が
で
き
て
い
な
い
」
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
生
活
を
見
直
し
、

つ
い
に
悟
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
（『
続
蔵
』
八
七
、
二
頁
中
〜
下
）。
最
初
の
師
と
さ
れ
る
普
寧
律
師
は
『
芝
苑
遺
編
』
の
記
述
に
よ
り
、
普
寧
律
師

法
明
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
（
注
(6
)）。
法
明
に
は
、
道
宣
『
釈
門
章
服
儀
』
の
注
疏
で
あ
る
『
翼
聖
紀
』、
道
宣
『
中
天
竺
舎
衛
国
祇
洹
図

経
』
の
科
と
、
注
疏
『
闡
幽
鈔
』
の
著
作
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（【
資
料
1
】）。『
続
伝
灯
録
』（『
大
正
』
五
一
、
五
四
六
頁
下
）、『
禅
灯
世
譜
』

（『
続
蔵
』
八
六
、
四
二
四
頁
上
）
な
ど
に
は
、「
径
山
維
琳
」
の
弟
子
と
し
て
「
兜
率
擇
梧
」
が
挙
げ
ら
れ
る
系
譜
の
み
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(27
)
前
掲
『
行
事
鈔
諸
家
記
標
目
』（
注
(18
)）。
ま
た
義
天
録
二
に
も
そ
の
書
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(28
)
村
中
祐
生
氏
は
、
こ
れ
を
擇
梧
著
作
の
『
南
山
大
師
賛
』
に
智
圓
が
付
し
た
後
序
と
み
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
後
序
に
は
「
大
中
祥
符
七
年
（
一
〇
一

四
）
八
月
五
日
、
西
湖
の
崇
福
寺
に
て
涅
槃
経
の
講
義
を
し
て
い
て
、
純
陀
品
に
至
っ
た
時
、
た
ま
た
ま
好
事
家
が
道
宣
の
伝
記
（
南
山
伝
）
を
持
っ
て

私
の
所
（
余
所
居
）
に
や
っ
て
き
た
﹇
の
で
﹈
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
（『
続
蔵
』
五
六
、
八
七
八
頁
中
）」
と
あ
る
。
彼
に
は
『
涅
槃
経
疏
三
徳
指

帰
』（『
続
蔵
』
三
七
所
収
）
の
著
作
が
あ
る
の
で
、
こ
の
著
作
の
元
と
な
っ
た
講
義
が
崇
福
寺
に
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら

に
「
こ
の
讃
の
名
は
『
南
山
大
師
礼
讃
文
』
と
す
る
。
た
だ
詞
句
の
み
で
は
野
暮
で
あ
る
か
ら
、
不
足
は
歌
詠
で
﹇
補
っ
て
﹈
徳
を
積
も
う
。
こ
れ
に
よ

っ
て
友
人
の
請
願
に
答
え
る
も
の
と
す
る
（
同
八
七
八
頁
下
）」
と
結
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
「
友
人
」
こ
そ
、「
友
人
擇
梧
律
主
」（
同
八
七
八
頁
中
）
で

あ
り
、「
か
つ
て
南
山
﹇
道
宣
﹈
の
事
跡
に
つ
い
て
、
見
て
讃
を
作
っ
て
く
れ
と
﹇
智
圓
に
﹈
托
し
た
」（
同
）
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
後
序
は
智
圓

自
作
の
『
南
山
祖
師
礼
讃
文
』
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
こ
の
こ
と
は
、
智
圓
・
仁
岳
・
允
堪
の
『
南
山
祖
師
礼
讃
文
』
を

『
集
南
山
礼
讚
』
と
し
て
ま
と
め
た
元
照
が
付
し
た
序
に
「
昔
孤
山
法
師
首
事
秉
筆
。
葢
酬
兜
率
擇
梧
律
師
之
請
」（『
続
蔵
』
七
四
、
一
〇
七
八
頁
上
）

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。

(29
)
『
涅
槃
経
疏
三
徳
指
帰
』
の
智
圓
自
序
の
奥
付
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

時
大
宋
大
中
祥
符
四
年
歲
次
辛
亥
（
一
〇
一
一
）
八
月
、
既
望
於
銭
唐
西
湖
崇
福
寺
講
堂
首
事
筆
削
越
。
六
年
癸
丑
（
一
〇
一
三
）
九
月
二
十
六
日
、

於
大
慈
山
崇
法
寺
方
丈
功
畢
序
云
。（『
続
蔵
』
三
七
、
三
〇
八
頁
下
）

ま
た
こ
こ
に
あ
る
「
首
事
」
は
主
事
の
こ
と
で
、
寺
院
運
営
を
つ
か
さ
ど
る
責
任
の
あ
る
役
位
に
就
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(30
)
仁
岳

字
寂
静
。
号
潜
夫
。
姜
姓
。
霅
人
。
師
開
元
行
先
。
十
九
進
具
。
学
律
於
銭
唐
擇
悟
。
能
達
持
犯
。（『
釈
門
正
統
』
五
、『
続
蔵
』
七
五
、
三

二
三
頁
下
）。

(31
)
造
天
竺
慈
雲
。
摂
以
法
裔
曰
。「
吾
道
不
孤
矣
」。
師
（
＝
仁
岳
）
献
詩
曰
。「
十
載
事
遊
歷
。
茲
辰
窃
自
矜
。
愛
山
逢
鷲
嶺
。
問
道
得
牛
乗
。
貝
葉
秦

翻
偈
。
蓮
華
晋
社
僧
。
如
何
稚
川
子
。
向
此
学
飛
昇
。
会
有
昭
慶
請
」。
慈
雲
以
詩
送
之
曰
。「
黃
鸝
鳴
谷
口
。
受
請
近
重
城
。
鷲
嶺
雲
初
背
。
石
函
僧
過

南山三観と日本律宗

59



迎
。
陞
猊
百
子
会
。
揮
麈
四
鄰
驚
。
自
喜
千
年
後
。
吾
家
有
道
生
」。（『
釈
門
正
統
』
五
、『
続
蔵
』
七
五
、
三
二
四
頁
上
）。

(32
)
慈
雲
門
人
従
者
大
半
。
移
石
壁
霊
芝
慧
安
清
修
。
凡
五
道
場
皆
当
路
所
屈
。
在
霊
芝
日
。
為
溫
之
仁
。
行
人
請
住
浄
社
。
居
僅
十
載
。
緇
素
敬
仰
。

（『
釈
門
正
統
』
五
、『
続
蔵
』
七
五
、
三
二
四
頁
上
）。

(33
)
岡
本
一
平
﹇
一
九
九
九
﹈。

(34
)
師
（
＝
允
堪
）
著
会
正
記
等
文
十
二
部
。
講
続
南
山
宣
律
師
之
律
蔵
。
自
其
後
有
霊
芝
律
師
元
照
。
継
嗣
其
宗
焉
。（『
大
正
』
四
九
、
八
七
〇
頁
下
）。

(35
)
『
中
国
仏
寺
史
志
彙
刊
』
一
六
、
二
七
六
頁
。

(36
)
律
師
允
堪
、
錫
号
智
圓
、
慶(暦
ヵ
)
歴
間
（
一
〇
四
一
〜
一
〇
四
八
）
主
銭
唐
西
湖
菩
提
寺
（
＝
昭
慶
寺
）。
撰
『
会
正
記
』、
以
釈
南
山
之
『
鈔
』。
厥
後
照

律
師
（
＝
元
照
）
出
、
因
争
論
遶
仏
左
右
・
衣
制
短
長
、
遂
別
撰
『
資
持
記
』。
於
是
会
正
・
資
持
、
遂
分
二
家
。（
志
磐
編
『
仏
祖
統
紀
』
巻
二
九
、

『
大
正
』
四
九
、
二
九
七
頁
中
）。

(37
)
『
芝
園
集
』
上
「
杭
州
祥
符
寺
瑛
法
師
骨
塔
銘
」（『
続
蔵
』
五
九
、
六
五
六
頁
中
〜
下
）、
宗
鑑
編
『
釈
門
正
統
』
六
（
一
二
三
七
年
成
立
、『
続
蔵
』

七
五
、
三
三
四
頁
下
〜
三
三
五
頁
上
）、
志
磐
編
『
仏
祖
統
紀
』
一
四
（
一
二
六
九
年
成
立
、『
大
正
』
四
九
、
二
二
一
頁
中
〜
下
）
な
ど
。

(38
)
『
芝
園
集
』
上
「
杭
州
南
屛
山
神
悟
法
師
塔
銘
」（『
続
蔵
』
五
九
、
六
五
二
頁
中
〜
下
）、
宗
鑑
編
『
釈
門
正
統
』
六
（
一
二
三
七
年
成
立
、『
続
蔵
』

七
五
、
三
三
二
頁
上
〜
中
）、
志
磐
編
『
仏
祖
統
紀
』、『
大
正
』
四
九
、
二
一
七
頁
下
〜
二
一
八
頁
上
）
な
ど
。

(39
)
『
仏
祖
統
紀
』
一
二
（『
大
正
』
四
九
、
二
一
四
頁
上
〜
下
）。

(40
)
安
藤
俊
雄
﹇
一
九
五
九
﹈、
池
田
魯
参
﹇
一
九
九
九
﹈
な
ど
。

(41
)
『
仏
祖
統
紀
』
一
二
（『
大
正
』
四
九
、
二
一
五
頁
中
〜
下
）。

(42
)
「
每
至
斎
忌
広
列
供
養
。
歌
而
詠
之
以
申
哀
慕
之
素
。
其
来
久
矣
」（『
続
蔵
』
七
四
、
一
〇
七
八
頁
上
）。

(43
)
時
会
稽
智
瑞
律
師
。
崇
仰
智
徳
。
遂
令
画
工
写
師
之
相
。
留
入
祖
堂
。
因
書
偈
頌
而
称
讃
之
云
。「
稽
首
天
人
大
導
師
。
家
住
海
東
太
宰
府
。
秋
中
片

月
為
肺
肝
。
雪
後
諸
峰
作
眉
宇
。
来
登
一
万
里
慈
航
。
帰
降
七
十
州
法
雨
。
斯
何
人
也
斯
何
人
。
日
本
伝
律
第
一
祖
」。（『
不
可
棄
法
師
伝
』、『
続
群
書

類
従
』
九
輯
上
「
伝
部
」、
五
〇
頁
下
〜
五
一
頁
上
）。

(44
)
論
曰
。
則
修
加
行
為
入
唯
識
観
。
釈
曰
。
地
前
六
度
及
四
種
通
達
分
善
根
名
加
行
。
従
願
楽
位
乃
至
究
竟
位
。
通
名
唯
識
観
。
若
欲
入
唯
識
観
。
修
加

行
縁
何
境
界
。
論
曰
。
於
此
観
中
意
言
分
別
。
似
字
言
及
義
顕
現
。
釈
曰
。
従
願
楽
位
乃
至
究
竟
位
名
観
中
。
縁
意
言
分
別
為
境
。
離
此
無
別
外
境
。
何

以
故
。
此
意
言
分
別
。
似
文
字
言
説
及
義
顕
現
故
。（
世
親
釈
・
真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
』
七
、『
大
正
』
三
一
、
二
〇
三
頁
中
）。

(45
)
資
持
・
会
正
両
宗
蘭
菊
。（
凝
然
『
三
国
仏
法
伝
通
縁
起
』
上
（
一
三
一
一
年
成
立
）、『
仏
全
』
一
〇
一
、
一
〇
二
頁
上
）。

第
十
三
祖
、
宋
台
州
允
堪
律
師
〈
亦
真
悟
〉、
承
于
擇
悟
、
宏
敷
律
部
。（
中
略
）『
事
鈔
会
正
記
』（
中
略
）
大
宋
朝
中
盛
行
此
記
、
於
南
山
家
号
会
正

宗
。（
中
略
）
元
照
律
師
、
作
『
資
持
記
』
等
、
門
葉
繁
昌
。
受
学
弥
広
、
流
行
日
下
、
号
資
持
宗
。
与
前
会
正
二
家
並
行
。
後
代
至
今
資
持
独
歩
。
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（
凝
然
『
律
宗
瓊
鑑
章
』
六
『
仏
全
』
一
〇
五
、
一
一
頁
下
〜
一
二
頁
上
）。

(46
)
蘇
瑶
崇
﹇
一
九
九
七
﹈。

(47
)
岡
本
一
平
﹇
一
九
九
九
﹈。

(48
)
大
谷
由
香
﹇
二
〇
一
九
﹈。

(49
)
凝
然
『
律
宗
綱
要
』
下
（『
大
正
』
七
四
、
一
七
頁
上
〜
中
）。

(50
)
大
谷
由
香
﹇
二
〇
一
八
﹈。

(51
)
山
本
元
隆
﹇
二
〇
〇
七
﹈。

(52
)
な
お
実
際
の
道
宣
の
教
判
論
は
三
輪
説
で
あ
り
、
三
観
三
宗
を
教
判
と
し
て
採
用
す
る
の
は
凝
然
独
自
の
も
の
で
あ
る
（
西
山
明
範
﹇
二
〇
一
七
﹈）。

南山三観と日本律宗
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